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はじめに
(
現在､多くの大学で､ CALLに代表されるようなネットワークや新しいマルチメディア
を利用した外国括教育･学習が構想･実施されている｡しかし､その際､使用されるソフ
トのメディア･コンテンツが十分に分析･検討された上で導入され､外国語カリキュラム全
体の中で期待した成果をあげているのか疑問である｡本研究では､現在市販されてい
る種々の外国括教育･学習用CD-ROM教材のコンテンツ及びネットワーク対応ソフトを
メディアの特性も踏まえて詳細に分析･検討することによって､外国請教育改善を促す
とともに､新しい外国帯教育･学習システムの構築に寄与することを目指すものである｡
そのために次のような調査･研究を行うことを目指した｡
1)_.市販の外国括教育･学習CD-ROM教材の収集及びメディア･コンテンツの分析.
評価｡この評価には教師のみならず利用者である学習者(学生)の評価も含むも
のとする｡
2)WWW上で公開･提供されている外国括学習プログラムの調査･分析｡この評価
には教師のみならず利用者である学習者(学生)の評価も含むものとする｡
3)他大学で独自に開発されて､利用されている外国請学習システム(CALL)のメデ
ィア･コンテンツを調査及び分析｡
4)以上の成果を総合的に検討し､教師･学習者の様々なニーズ･多音詩に対応した
外国語教育･学習システムを準備する｡
いわゆるr大綱化｣によって教養部が各大学で廃止され､新しいかJキュラムが導
入されるに伴い､学部毎の外国括教育に対する章求.方針も多様化し､画一的カリキ
ュラムでは対応しきれなくなっている｡このような環境においては､従来の外国拝の授業
で行われていたような教皇での読解やヒヤリングといった固定化された教師対学生の
授業ではなく､マルチメディアに対応し､様々なネットワークやCALL教皇を利用した外
国括教育の方が様々なニーズに対応でき､効果的であると患われる｡しかし､その拭み
は､大学によって多様であり､各大学によって異なる｡多くの大学では､個々の教官の
授業での試行的実践(実験)の域を出ず､従来の外国括教育と有機的に結合したか)
キュラムへの組み込みが十分になされているとは青い難い｡また､ WRB上で公開されて
いる種々の学習プログラムも､一貫したカリキュラムに基づいて制作されたものではなく､
その一部を成しているに過ぎない｡また､市販されているCD-ROM括学教材等は､レベ
ルも内容も学習目横もまちまちである｡また､外国で制作された教材は､日本の外国括
学習環境､学習者のレベル等に対応してないものが多いように患われる｡
このような現状において外国語教育に携わる者にとって必要なのは､個々の教材
及びシステムの内容を正確･詳細に把握することである｡そして､それぞれの教材の長
所･短所を十分に理解した上で､その結果を利用者(学生)による評価と組み合わせる
ことによって､本研究は､既成の教材をこれからのマルチメディアを利用した外国語教
育のカリキュラムの中に有効に組み込むことを目指すものである｡
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本研究は､ハード的､ソフト的側面を持っている｡ハード的には､ファイルサーバー
システムを中心とする学内外とのネットワークの整備､教材作成､学習成果のフィード
Jくック､学習者の支援のための機器の整備などがあげられ､東北大学における外国語
教育の多くを担っていた音詩文化部では､将来的にマルチメディアに対応した外国語
教育の要許に応えるべく､学内の様々な予算を使って､マルチメディア対応の外国括教
育のための設備を徐々に整備してきた｡平成5年度には一般設備費で｢音親データ解
析装置｣(溝越､窪地担当)が導入され､ネットワークを使ってのデータベース作成が可
能となった｡平成6年度には一般設備費でr映像編集装置｣(溝越､窪他担当)が購入
され､映像(静止画･動画)の編集･集積が可能となった｡平成7年度には教育研究共
同プロジェクト経費で｢ファイルサーバーシステム｣(溝越､窪他担当)が整備され､より
高速･大容量の学内LAN(SuporTAINS)を利用することが可`能となった｡平成8年度に
は｢衛星放送受借システム｣(志柿､窪地担当)が特定研究経費で整備され､ CS放送
も含めて､外国括放送を授業に利用することが可能となった｡平成10年度には総長経
費で｢ビデオ･オン･ディマンド･システム｣が整備されている｡
一方､本研究のソフト的側面として､マルチメディアに対応した教材のコンテンツの
検討､作成､改善などがあげられるが､本研究の共同研究者はそれぞれ以下のような
様々なプロジェクトに参加し､外国語教育とメディアの間堤と取り組んできた｡
○外国詩教育改善
平成7年度　東北大学教育研究共同プロジェクト:｢詩学教育改善のための
学内LANを使った外国括学習システム｣の研究(溝越､志柿､
窪地)に着手し､志柿(メディアセンター運営委且長)､足立､
溝越､窪を中心に､現有のマルチメディア機器を利用しての外国
籍教育の可能性についての検討会を定期的に開催してきた｡
平成9年度　東北大学教育改善推進経費:｢ビデオ･ディマンドを使った
外国語授業改善｣(窪地)
○マルチメディアと音詩文化/新しいメディアと青括教育
平成8年度　東北大学特定研究経費:｢マルチメディア社会における
コミュニケーションの研究｣(志柿､阿部他)
平成9年度　同　上　:｢メディア史から見た音措･芸術の変遷に関する
研究｣(窪､阿部他)
平成10年度　同　上　:｢認知科学･脳科学と官許のインターフェイスに
関する研究｣(阿部･山田他)
○公開講座
平成12年度　東北大学音詩文化部公開講座:rインターネット時代を生きる-
デジタル文化とコミュニケーションー｣(足立､窪､志柿､阿部､
山田他)
○科学研究費
平成7年～8年度一般B　溝越他｢クローズド･キャプション付きの映像ソフトを
利用した英括教材の開発｣
平成7年～9年度一般C　溝越他｢日本請の干渉による英語の音声学習陣書
の分析と障害克服用教材の開発｣
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平成9年～10年度基盤C　生出他r高度情報化社会におけるr青葉｣の理解の
差異についての分析(320万)　　　　　　　　f
Oその他
平成8年～10年度　科学技術庁振興調整費:｢情報弱者の集団に対し捷供
する生活ノウハウデータベースおよび支援アプリケーションの開発に
関する研究｣(東北大学学際科学研究センター　徳田昌則教授)の
共同研究者として､窪はホームページのコンテンツの分析､ネットワー
クを使った情報弱者のモニターに対する学習の研究を行った｡
この研究成果は｢ナイスエイジのIT革命｣(共著　八朔社　2001年)と
して公刊されている｡
平成10年度(財)電気通借普及財団研究助成金:｢インターネット上におけ
る外国括教育講座の運用とその将来像｣(窪他)
*この成果として､ CD-ROM版が〝eurolingua DeLJtSCh 1"として
CorneIsen Verlag(Berlin)で市販されている;
平成11年度　Goethe-Institut､窪他が共同でドイツ帯教師用CD-ROM教材
〝prqjokto in Frankfurt〝を制作｡
また､足立(英語)､溝越(英語)､山田(英語)､窪(独活)､志柿(スペイン請)が東北大
学の全学教育として､CALL教皇を利用した外国語教育を行っている｡また､溝越､窪
は独自のCD-ROM教材の開発､また､志柿も､スペイン括学習者にプレゼンテーション
をさせ､それをビデオに収録し､その結果を映像として学習者にフィードJくックする試み
を続けている｡その経験から､市販されている様々な詩学学習用CD-ROMやWEB上で
公開されているプログラムを参照しているが､いずれもそのままでは使いづらく､大学の
カリキュラムに組み込まれた新しい教材の開発が急務であることが分かっている｡その
前提として､既成の教材を分析･評価してかノキュラムの中で有効に利用することが重
要である｡全く独自の教材を開発するという選択もあり得るが､そのためには美大な時
間と資金を必要とする｡現在までの外国請教育の蓄積を考えれば､既成の教材をいか
に有機的に組み合わせて効果的な詩学教育をできるかの方が緊急の課溝である｡外
国括教育においては､従来からの教材･教具に加えてマルチメディアなどの革新的機
能を持つ情報媒体を活用できる環境が整いつつある｡これは今日の外国詩教育の方
法を改善　していく上で､様々な可能性をもたらすものと考えられる｡しかし､もちろん新
たな媒体といえども完全なものではなく､従来の方法に完全に置き換わることが出来な
い面があることは確かである｡そのために従来の方法とマルチメディアを活用した方法
との比較･組み合わせは重要な意味をもつであろう｡
0平成13年度
1)他大学におけるCALLを中心とする外国拝教育の現状の調査
2)英括､スペイン請､ドイツ語などの市販の外国許教育･学習教材(CD-ROM
教材等)を集中して購入し収集｡
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3)購入済みのスペイン語､英詩､ドイツ詩CD-ROM教材のうち一部を学生に
貸し出し､使用させる｡
4)WWW上で公開･提供されている英請を中心とする外国詩学菅プログラムの調査｡
5)インターネット経由での外国語教育の可能性を探るため､メディア教育開発センター
等の研究会を通じて他大学の現状と実施方法を調査した｡
6)平成1 4年度から実施される東北大学の新かノキュラムにおいてはCALLが導入
されるため､実施上の問題点､評価の方法等を検討した｡
7)東北大学の外国語新カリキュラムにおける外部試験の導入とその評価･実施上の
間塩点などを検討した｡
8)研究分担者が実際のCALLを使用して教材の分析･評価を行えるよう､時間割に授
業を組み込む｡
0平成14年度
1)CALLを利用した外国語教育の現状調査
2)市販の外国語教育･学習CD-ROM教材の収集及びそのメディア･
コンテンツの分析･評価
･CD-ROM教材､Wob上で公開されている教材を使用する｡
3)WWW上で公開･提供されている外国清学習プログラムの調査･分析
4)全体のとりまとめ
東北大学でも平成14年度より､新カリキュラムが実施され､平成14年度未には
CALLのための設備が整備されたように､他大学でもcALL関係のハード､ソフトを整備
しつつあり､どの時点までを報告霊に取り入れるかで手間取った｡原則として､平成14
年度末までを対象としているが､それ以後のことも視野に入れて妃述してある｡
以下においては､研究成果を次の構成で報告する｡
0.東北大学における外国教育の展望
1. CALLによる外国語教育の現状(東北大学)
2. OALLによる外国語教育の現状(他大学)
3.市販の教材分析
4. WWW上の外国語学習プログラム
5. CALL用教材の導入に向けて
5
0.東北大学における外国許教育の展望
1)教養部改編で外国梓教育はどう変わったか?
東北大学の教養部改編は､大学全体の教育研究の改編を目指すものであった｡
その中核になる組織として､全学教育の運営･実施のために設置されたのが大学教育
研究センターである｡
いわゆるr大綱化｣により教養部が廉止され､新しいカリキュラムが導入されるに伴
い､学部毎の外国籍教育に対する要求(阜也数)も多様化し､従来のような画一的なカ
リキ子ラムでは対応しきれなくなってきた｡しかしながら､ rくさび形｣という青葉に象徴さ
れるように､高年次においても外国語履修が可能とされながら､実際にはr専門重視｣
の傾向が強まり､専門教育がより早期に実施されるようになっただけで､教養拝学と専
門との有機的関係が相変わらず見えていない｡
また､大学院重点化が進んだことにより､専任の教官による担当コマ数が減少し､
非常勤講師が無原則に増大する傾向にあった｡また､独立研究科等の創設により､外
国括教官は4つの部局に分散し､外国括教育改革に関するコンセンサスの形成が今ま
で以上に困難になっている｡
2)この現状を根本的に打開するためには?
大学全体で実施する責任体制を作るために､外国詩を含めた｢全学教育｣実施･運
営の体制･組轍を構築することが必要であった｡また､一律に詩学教育を実施するので
はなく､必要に応じて括学教育を捷供できる体制を作ることが求められた｡また､基礎
的詩学と専門外国語との有機的関係を構築するなど､外国語教育の全般的見直しが
必要であった｡
東北大学では数年前からこれらの間遭解決のために全学教育の抜本的見直しが
はかられ､平成14年度から新しいカリキュラムが導入された｡特に外国措教育では､
英語で｢実践英語Ⅰり(平成1 5年度から)が開設され､ CALLシステムを利用した自学自
習システムの構築と､外部試験の成練による成紙評価システムが本格的に始動する｡
そのために､マルチメディア棟が建設され､設備が整えることになった｡
そのようなハード面の整備と同時にソフト面の亜傭も急がれる｡改めて､外国語教
育とは何かを問い直すために､以下のような外国括教育の区分による再編成を捷音し
たい｡これらを必要に応じて､選択･結合することにより､効果的な外国括教育が実現
できると患われる｡
教養洋学
1)全学共通の教育/土台となる括学教育
2)意欲のある学生にはより高鹿の外国括教育も捷供
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3)大学院まで覆修可
専門括学
1)専門性に根ざした教育
2)高度の運用能力
3) Native Speakerによる教育
実践詩学
1)マルチメディア方式のCALLシステムを使った実践括学
2)多目的に利用
3)大学院まで覆俸可
3)マルチメIT-ィァと外国詩教育
外国許教育においては､近年マルチメディアを利用した教育の必要性が唱えられ
ている｡従来の外国拝の授業で行われているような教皇での統解やヒヤリングといった
固定化された教師対学生の授業ではなく､マルチメディアに対応し､様々なネットワーク
を利用した外国括教育である｡しかし､その試みは多くの大学の例に見る限り､個々
の教官の授業での拭行的実践(実験)のレベルに留まっており､従来の外国措教育と
の有機的結合､外国語かノキュラムへの組み込みが成されているとは必ずしも言い難
い｡
現在､大学における一般的な外国請教育のパターンは､ 1)プリントメディア中心､
2)それに音声メディアを追加したもの､ 3) LLに代表されるような映像(動画)をも取り
入れたもの､が大部分であろう｡近年､これに加えて､欧米で開発されたCD-ROM教
材の利用､電子メールというインタラクティブな機能を持つメディアを利用しての学習相
政･学習支援も行われるようになり､大人数では出来ない､よりきめ細かな外国括教育
が可能になっている｡しかし､それを可能にするネットワーク環境､ oALL教皇が必ずし
も整備されているとは青い難い｡
しかし､学習プログラムがwEB上に置かれることになれば､学習者はどこからでも
アクセス可能となり､これに加えて､ビデオ･オン･ディマンドやテレビ会社が自由に利用
できるようになれば､外国語教育も大きく変わることが予想される｡また､ヴァーチャ
ル･リアリティーを利用した情報の提示という全く新しい外国括教育も考えられる｡
しかしながら､これらの様々なメディアは､外国語教育のカリキュラムに有機的に組
み込まれ､旧来のメディアと結合されてこそ効果的となる｡
4)CALLはいかにしてかJキュラムの中に組み入れられるか?
現在､外国語教育の再編成でキーワードになっているのが､cALLシステムの導入
である｡しかし､ここで言うcALLシステムは､それ自体で完結しているシステムではな
く､オープンなものでなければならない｡漠然と､パソコン教室で行われる外国語授業が
CALLと考えられがちだが､そうではなく､従来の授業の中にいかに新しいメディアを取
り入れるのかと考えた方が良いと患われる｡
そのためには､コンピュータ･リテラシーの教育が急がれる｡機械操作の習得は外国
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括教育とは無関係であり､むしろ､全ての専門の共通の基礎となっている｡従って､全
学生に対しての教育が必要である.それと同時に､情報ネットワークの整備が急がれ
る｡
新しLtメディアの導入とその新しいメディアが本当に有効かどうかの譲軌ま別のもの
である｡ cALLが従来の授業と平行して行われることを考えれば､ cALLの学習目標は
従来の授業内容に依存すると患われる.また､学生と教師のCALLに対する期待の相
違･教材に対する意見の相違も見られ､確かに､外国語学習に対するモチベーションを
高める目的には有効かも知れないが､それが外国許｢能力｣の向上に本当に結びつい
ているのかは､今後の経験の集積が必要である｡
現在･マルチメディアを用いた外国拝教育の中心にあるのはLLから次第にCALLへ
と移りつつある｡我々がLL教室で学んだのは中学の時が初めてであったが､当時はま
･だ珍しく見学者もあったと聞く.それ以来､ 30年以上かかって現在のLLがあるわけであ
り･こね間にシステムも改良され､教授法も研究され､様々な教材が開発されてきた｡
そのようにして初めて､従来の外国語教育の中にしっかりと位置づけられるようになっ
た｡
CALLという名の下に行われている授業の教材の中身を分類すると､大まかに3つに
分けられる｡
①ドリル形式の問題　-パターン練習　*学生は好き/他の授業の内容とマッチして
いる
②CD-ROM教材などを利用したコミュニカテイブな問題
一　文章理解　*テキストが長くて棟雑だと学生に嫌われる
③wwwを利用　-マルチメディア/ハイパーテキスト/インタラクティブな機能
擬似的な空間を捷示でき､様々なメディア(見る･聞く･統む･■く)
を利用でき､ユーザー中心のメディアである点で優れている｡
電子メールの利用など､個々の学習者に対する個別的指導が可
能｡
他方･マルチメディア性を圭視すると､情報量が大きすぎて利用者は時間がかかりすぎ
る.また､ハイJi-テキスト性をやりすぎると､オリエンテーリングが困難となる｡
実際にCALLを利用することを考えると､全てがcALL教室でしか出来ないものでは
ない｡もし､選択可能であれば､教室では､ビデオやカセットを優先することも出来るだろ
う｡しかし･それとの組み合わせで､自習目的としてCALLは有効である｡何よりも学習
者が自分で学習目横を設定できるし､自分のレベルにあった学習を選択できる｡そのた
めには､適当な学習システムの開発が必要となる｡学習者にとって､一定の時間の間
に･適量の練習が出来て､達成感があり､操作も楽であることが必要である｡また､電
子メール､チャットなどを有効に利用すれば､学習者同士､学習者と教師のコミュニケー
ションの手段として､外国語学習を支援するメディアとなる｡
このインタラクティブな機能を除いて､現在市販されているソフトは､必ずしも大学生
というユーザーの要求に十分応えるものとは青い難い｡システムに完成はなく､今後必
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要なのは､従来の外国括学習システムの中にCALLを組み入れたカリキュラムの作成
である｡また､ CALLを独立した外国語学習システムと考えるのではなく､従来のシス
テムといかに組み合わせるか､どのような利用が可能かについての外国括教官自身の
学習も必要　である｡そして､その経験をフィードJくックした新しい教材の開発が待たれ
る｡
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1 ･東北大学におけるCALL利用の現状　　,
1)外国謄教育の理念
全学教育における外国語教育の目的は､何よりも外国語による発信と受借が十分
に可能なコミュニケーション能力を身につけ､国際的な舞台で活躍できる人材育成の基
盤を作ることにある｡具体的には､外国語の文献を読みこなし､新聞やインターネットな
ど各種メディアを通じて情報を収集するとともに､外国辞で自分の見解や意見を積棲的
に表明し､異なる文化圏に属する人々と雑始をたたかわせ意思疎通を図ることによって､
相互理解を深めうる能力の獲得である｡そのためには､ r読む､霊く､聞く､話す｣という
四つの技能のバランスの取れた教育が不可欠であり､文法や詩集の習得を基盤にした
統解力の養成のみならず､外国人との基本的コミュニケーションが出来る実践的な音
詩運用能力の養成が課題となる｡今回の改革では､クラスの小規模化､ネイティブ･ス
ピーカーの任用､コンビュ-タ自習システムや外部検定拭験の導入等の方策を通じて､
その目標を実現することを目指している｡
*東北大学｢全学教育改革検討委員会報告J(平成12年4月)より
2)CALLを用いた外国捧教育の位置づけ
CALLの導入は､外国人との基本的コミュニケーションが出来る実践的音詩運用能
力の養成という課愚を達成するための方策の一つと位置づけられている｡同じr報告
雷｣では以下のように述べられている:
全学教育の外国語教育を改善し､全学教育が学生のコミュニケーション能力の形
成､国際的に通用する人材の育成に寄与するようにすることは､今回の改革のポイント
の一つである｡より一般的な混材によるr読む､書く｣に力点を置く展開英語の導入､
r聞く､話す｣に力点を置く実践英語の重視､実蹟英語における機械システム(CALL)と
外部検定拭境の導入､アジア系初修括種の増強等を行う｡
このように､特に英括教育において､聞く･話すに力点をおいた実践英語が設けら
れ､このうち､TOEICなどの外部棟準拭験の結果による単位認定を行う実渡英括ⅠⅠ科
目においては､そのための自学自習環境を捷供するものとしてCALLが位置づけられて/.
いる｡この科目は当面､文系学部のみが必修であるが､他の学部にも拡大する可能性
がある｡
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3)現在までのCALL利用の外国捧撰集
以下に述べるマルチメディア総合研究棟が建設されるまでは､ LL教室のうちの第4
LLにMacintoshが40台設置され､それを利用しての外国拝の授業が行われていた｡し
かしながら､これは個々の教官の個人的な拭みであり､それぞれの外国拝のカリキュラ
ムの中に組み入れた形での授業ではないだけでなく､他にも様々な間億を抱えていた｡
まず､osの問題がある｡市販のCD-ROM教材はWindows対応版が多くなり､使用で
きるソフトが限定されていたこと､そのため､結局WWWを利用しての外国拝教育の美
妓という形態をとらざるを得なかった｡また､教皇も狭く､台数も制限されているため､そ
れに合う規模のクラスしか利用できないという側面もあった｡これらの間愚を抜本的に
解決するためには､かノキュラムの変更と､それに見合った施設の整備を待たなければ
ならなかった｡
*第4LLを利用しての授業例
利用例1　旅行計画　*Wob上の情報を検索して読みとることにより､
仮想の旅行計画を立てて発表する｡
利用例　2　統解　　　*学生は個々に自由なテキストをwob上で見つけ､
それを禰訳してレポートとして捷出｡教官が訂正して
同じくメールにて返却｡
利用例　3　ドリル練習*各文法項目ごとにWeb上の練習間億を指定して
実施｡
利用例　4　市販のCD-ROM教材を貸与して利用させる｡
4. CALLの整備状況
本学では､平成15年度からの運用を目指して､マルチメディア絵合研究棟が建設さ
れている｡その､ 2階､ 3階部分にCALL施設が入る予定である｡ 2年計画で整備される
予定であるが､それが終了すれば､マルチメディア環境教主が7重く内1圭はMacintosh､
他はWindows)が整備される｡また､ CALL担当の助手が2名配置され､TAについても
予井措置がなされるなど､以前の情況から比べれば､大幅に改善されることになる｡
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2.他大学の現状
東北大学では､平成15年度より､マルチメディア棟が本格的に始動し､CALL教
室が整備されることにより､ハード面の本格的整備が行われることになる｡しかしながら､
ソフト面の整備なくしては､外国括激青は機能しない｡そのため､国立大学を中心に他
大学の現状を調査した｡
既に､他大学では､様々な外国拝教育改善の拭みがなされており､一定の成果を
あげている｡東北大学でもそれらの成果を参考にしながら独自のシステムを構築する必
要があるであろう｡
2-1.北海道大学
北海道大学では､音詩文化部が責任部局となって外国括教育を行い､平成7年
度に大幅な外国拝教育改革が実施された｡平成16年度からは､ CALLシステムを利
用した新しいかノキュラムが開始される予定である｡
北海道大学では平成12年度からCALLシステムによる授業を開講しているが､ c
ALL教皇は従来のLL教皇を改造した40ブースの1教皇だけである｡平成1 5年度まで
に4つのCALL教皇が整備される予定になっている｡
全学教育科目の中の教養科目である外国拝科目は｢外国措AJ(英語)｢外国許BJ
(独･仏･露･中)｢外国括CJ(朝鮮･ラテン･ギリシャ)の3つからなり､外国語A､外国括
Bより2力国許選択必修となっている｡特徴的なのは､外囲括A､ Bともr演習｣科目があ
り､4年次まで開講していることであり､外国許Cも同様である｡従って､学生は必要性
に応じて､柔軟に外国拝を学習することが可能となっている｡
英拝を中心としてみてみると､北海道大学では､平成7年に大幅なカリキュラム改定
を実施した｡そのときの英拝教育の改定骨子は以下のようなものである｡
○中･高の学習指導要領改定に伴い､オーラル･コミュニケーションを受けた学生
への対応
○学生の好みと適性にあった科目の選択
○技能別スキルの向上
○カリキュラム内容の標準化
このような骨子に従い､現在､英拝カリキュラムは以下のように展開している｡
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[=コ ??ンタ-ラクシヨン型授業 
匝可 仍?ﾘ5"?坙{人教官によるリーディング授業 
英語= ??Lル別(リーディング､リスニング､スピーキング､ ーイチイング)授業 
軒 丙5"?p語学力統一拭験用授業TOEFL450-500点が日 安 
特徴的なのは､ 1年次で､ネイティブによるインターラクション授業を重視しているこ
と､英括学力統一拭験を実施していることである｡この統一拭験は､英話にとどまらず､
ドイツ括､フランス語でも実施している｡また､ ｢北海道大学英措特集表｣を編集したり､
oriJ Pr_0.ficiency Testの実施など､美辞の運用能力向上を自指した取り組みが見ら
れる｡とかく､授業の場は個々の教官の慈意的な授業計画に任されているが､教官に
よるばらつきを少なくするための､この統一的かノキュラムの作成の拭みは評価されて
良い｡
北海遭大学におけるCALL操業
北海道大学では､ CALL教皇が丑傭されるに伴い､上述のように平成16年度か
ら新カリキュラムが導入されるが､その内容は以下のようなものである:
(1)CALL利用する英椿の授業を必倖化する｡
･上述の既存の科目で言えば､ ｢英請IV｣がそれに当てられる予定である｡
(2)TOEFトuPの実施
･いままでの｢英括学力統一拭験｣を鹿止し､全学部学生に対しTOEFL-uPの
検定拭験を実施する｡
(3)上述の表における｢英詩IIりr英語演習｣におけるCALL利用を拡大する｡
北海道大学では､CALL型外国括教育の教材として､ネットワーク型自習教材の
rALC NetAcademy｣ (アルク社) ､ rFamily Album,USAJ (Prentice Half)を中心に､
rListen To Me ｣､ rPeople Talk｣などのCD-ROM教材を使用しており､自習時間にもこ
れらの教材を提供している｡これらの教材については後で分析する｡
北海道大学において､CALLを利用した新しい型の授業導入の間堤点とされたの
は以下のような点である｡
l)英語IVは､TOFEL､TOElC形式型の英語統一試験準備のための授業という性格を
有している｡この授業において､TOFEL､TOEIO対策用ソフトを導入し､学生の自習型
授集を展開するというものである｡また､スキル別授業を展開する美辞日に､ CALL用の
コースを新設するというのも一つの可能性である｡その場合､ CALLはどのような能力の
養成に相応しいのか｡また､その能力養成に最適なソフトは何か等々の問題と抱き合わ
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せに検討をする必要がある｡
2)大規模にマシンを導入した場合の､システムの安定性問題｡CALLの導入を考えれ
ば､ブースごとに単体のCD-ROMソフトを動かし､ CALL授業を実現するという考え方は
あまり　効率が良くない｡それぞれのマシンがサーバーにアクセスし､学生の進度やレベ
ル､目的に合ったソフトをダウンロードし､授業を展開する｡また､課長や進度､成績等も
一括してサーバーで管理する等の_使用法が好ましい｡システム上のセキュリティを考えれ
ば､成績等を管理するサーバーは､ソフトのダウンロードサーバーとは独立したネット構
造を持たせることが必要である｡アクセス権の管理も厳重に行わなければならない｡この
ような稔合的システムは相当複雑であり､システム上の間満点や安定性に疑問が多いと
いう懸念が存在している｡しかしながら､別な言い方をすれば､このような問題は単に技
術的な間満であり､ CALL導入の本賞的な間遁点ではない｡
3)木規模にCALLが導入されれば､機械が学生を教えているめではないかという精神的
抵抗感を起源とする､ CALLは教育理念に反するという考え方が存在している｡教育とい
うのは､学生と教師が面と向かった一対一の関係が理想であり､教育には教師の熟意
が体温の伝達のように伝わる関係がなければいけない｡一対一という究極の理想状況
は無理としても､熱意の伝わる学生数と教育スタイルがあるはずだという信念である｡
現実同債として大人数の学生を前に､最大限の教育効　果を上げることを求められる現
在の大学語学教育において､より効果的なツールの導入は自明の理であろう｡時代によ
り､その効果的ツールはLLシステムであり､AV視聴覚教材であった｡OALLの導入は､
われわれには既にお馴染みとなったこれらのツールの導入と本質的に何も変わる部分は
ない｡辞霊をはじめとするLLやAVの語学ツールは､それ自体が効果的であるかどうか
という議論はナンセンスである｡ツールは､その使い方により有効であるかどうかが決まる｡
特に､ CALLに求められているのは､ CALL用ソフトを運営する側の､ソフト運営能力であ
る｡ソフトを有効に使いこなせるソフトを持っているかどうかが勝負の分かれ目なのである
4)大規模に導入されたマシンとシステムの維持管理の問題である｡この点に関しては､
北大のケースにおいてもしばしば議論が繰り返されており､どの大学においても同様の間
選が懸案となっていることは容易に想像される｡大規模なマシンとシステムの管理を､現
在の言語文化部の体制だけで維持することは不可能である｡
ここで指摘されているのは､外国詩カリキュラム全体におけるCALLの位置づけの
間遭､システムの運営というハード的な問題､教官自身のCALL運用能力の問題など
である｡いずれも特定の部局の間濃ではなく､全学的な負担と協力が不可欠な事項で
あり､北海道大学でも他大学と同様な間億を抱えていることが分かる｡
そもそも､ cALLは教育的効果をもたらすのかという問題について､北海道大学の調
査報告霊｢自習型CALL教材を用いた外国括教育の可能性｣によると､平成12年度1
-2学期を通して自習型CALL教材を積極的に利用した授業を行った結果､教育効果
については､ ｢少なくとも標準テストに特化した形式のCALL教材に関して､リス二ング
能力の向上という点では､ポジティブな教育効果が認められるということを示している｣｡
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学習者の反応に関しては､ポジティブな反応として､自分のレベルにあった教材を自分
のペースで出来るという自習型教材の特赦が評価されている反面､ネガティブな反応と
しては､自分だけでやり続けることの難しさが指摘されている｡また､学習者の反応をふ
まえた上で､授業前の準備の必要性､ TAの有効な活用､保守管理とトラブルへの迅速
な対応などの必要性を指摘している｡自習型とはいえ､学習者に対するこまめなサポー
トが求められていると言える｡
まとめ
北海道大学において､ハードであるCALL施設の整備を急いでいるが､ソフトの面で言
えば､ 1年次で､ネイティブによるインターラクション授業を重視していること､英括学力
統一試験を実施しており､この統一拭験は､英詩にとどまらず､ドイツ括､フランス拝で
も実施していることが注目される｡また､ ｢北海道大学英括括`曇表｣を編集したり､ Ora一
Proficiency Testの実施など､英拝の運用能力向上を目指した取り組みが見られる｡
外囲再教育は､ CALLのみで足りるわけではない｡それは外国括教育の一軒こ過ぎな
い｡その意味で､各大学で行われている外国措教育改革の中で議論されている｢外国
括運用能力の向上｣及び｢成績評価｣の2点について､積極的な取り組みが見られる｡
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2-2.北 大
教養学部のある泉キャンパスにあるオーディオ･ヴィジュアルセンター内にCALL教
室が整備されている｡東北学院大学における外国括教育で注目すべきは､
WebSendRoportとWebExerciseという2つの独自の学習システムを構築していることで
ある｡両方とも佐伯啓助教授を中心に作られたものであり､ WWWブラウザを使用して
のオンライン外国括学習を想定している｡
WebExerciseは､ TOEZC対策､フランス括詩集練習やドイツ括検定試験対策開港
など､教官が簡単に問題を作成することが可能なシステムである｡このシステムを使用
しての､拭験とその評価も可能である｡
事た､ wobSondRoportは､メールソフトを使用しないで､学生とのコミュニケーション
を可能にする掲示板的機能を有しており､どこからでもアクセス可能である｡
両者に共通しているのはその操作性である｡複雑な予備知蝕を必要とせず､簡単
に利用することが出来る｡また､問題等を簡単に追加､変更可能であり､文法練習､暮
き取り､タイピングの練習など初修外国請の学習において､教主で行っている練習は､
個々の学習者の進度に合わせて行うことも出来る｡また､間溝をシャッフルすることも出
来るため､とかく一度やってしまうと飽きてしまうというcALL教材の欠点を補っている｡
また､このシステムは､ CALLシステムにおいてしばしば問題となる多言請に対応し
ており､設定すれば､特殊文字等も表示可能である｡
間遭点を指摘するとすれば､シンプルなシステムだけに､学生が長文のレポートを
出そうとしたり､長い間考えたりしていると接続が切断されたり(一度に多くの学生が利
用することを想定していない)､セキュリティに間濃があったりする｡しかし､他の教材と
組みあわせることによって効果的学習が出来るシステムだと患われる｡
16
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2-3.名古‡屋大学
名古屋大学のCALL設備の特徴は､ CALL専用の敬重を整備するのではなく､情
報メディア教育センターが管理するサテライトラボとして運用していることである｡そのた
め､CALL教皇は音括文化部が管理･運営を行っているが､システムの管理を行うのは
情報メディア教育センターである｡この方法の利点は､北海道大学での問題点として担
当者から指摘されていた､ネットワークシステム管理を全学組鞭が行うことにより､外囲
括教官の負担が軽減されているという点である｡
名古屋大学の外国簿科目(音詩文化科目)は英詩に即して言えば､大まかにいって
音詩文化日日JJの3つに分かれている｡このうち､言括文化科'日日Ⅰは平成15年度から
設置される予定である｡新カリキュラムでは次のような内容になる
菖文Ⅰは､r英措くリーディング)｣と｢英括(コミュニケーション)｣があり､後者は少人
数クラスを導入して会話能力を高めるべく､きめ細かな指導を行う｡
曹文IIでは､さらに高次の英話を修得すべく､中級英括1､2､上級英括1､2､英括
セミナーを開講する｡級が上がる程､内容が高度になる｡それとは別　に､ ｢英括セミナ
ー(音詩文化)｣､ ｢英括セミナー(言括表現)｣､ ｢実話セミナー｣を開講する｡それぞれ､
文化理解に､文章表現に､全体活用に､主眼を置く｡
富文川は､ステップ.アップ計座である｡ CALL(Computer Assisted Language
Loarning)を使用した授業を行う｡ CD-ROM教材を用いた自立支援型の授業である｡
このCD-ROMを用いた自立支援型の外国括授業は､サーバーによる教材配信で
はなく､各学生が使用するコンピュータにCD-ROM教材をセットアップして､成紙は各自
がフロッピーに把録し､最終的に教員に成績管理用フロッピーを捷出するという方式を
とっている｡ CD-ROMは1セメスター単位での借り出しが可能であり､学習者はいつでも
どこでも学習が可能である｡この方式の利点は､授業時間をCALL教材の練習にのみ
当てるのではなく､自由に活用することが可能であり､学生は自分のスピードに合わせ
て自由に練習することが出来る｡逆に欠点は､利用学生数分のCD-ROMを用意してお
く必要があり､複数種類のソフトを常時備えておくことは､ヴァージョンアップの面やコス
トの面からも間溝を含んでいる｡
他方､全学レベルのコンピュータセンターは､ OSとしてUNIXを採用しており､WEB
ブラウザを利用することは可能であるが､上妃の教材(Windowsアプリケーション)を利
用することは出来ない｡しかし､ブラウザを使用しての学生への宿題の捷示､レポートの
提出などは可能であり､教員･学生が自借のHPをベースに相互のネットワークを構築
している｡
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まとめ
名古屋大学では､コンピュータネットワークシステムの利用環境の捷供及び管理連
賞は､情報メディア教育センターに任されている｡従って､外国括教官は､直接ハードの
管理･運用にタッチする必要はない｡その反面､コンテンツの整備は外国語担当教官に
任されていると言える｡
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2-4.大阪大学
大阪大学言語文化部では､早い時期からマルチメディアを活用した外国語教育の
実験と研究が行われてきた｡平成8年には定見18名ながらもcALL実験教室を設置し
ており､教官が自力で各種のマルチメディア教材や授業支援ソフトの開発を行っている｡
平成9年度からは､英語とドイツ語の小クラス授業がここで行われており､WWWブラウ
ザーを利用したり､市販のCD-ROM教材を利用したり､教官が開発した教材を利用し
た授業が行われてきた｡特に､ドイツ拝の授業では､自作の授業支援ソフトを開発して
使用している｡
また､音詩文化部及び大学院言語文化研究科は､外国語教育のために開発した
授果菜援システムを利用して､大阪大学に隣接する池田市と協力して､平成10年から
同市の市民を対象としたrくサイ′(-･ユニヴァーシティ)オンライン語学教皇｣を開設し､
英語とドイツ語教育を学外にも拡大して実践している｡これは､インターネットの外国語
教育への耕極的活用の事例であり､現在のサイ/(-メディアセンターで行われているマ
ルチメディア外国語教育の準備として十分である｡
この外国語教育の一翼を担う組織としてサイ′(-メIT-ィァセンターがあるが､その概
要は以下のようになっている｡
サイJt-メディアセンターは平成12年4月に旧大型計算機センター､ IEl情報処理
教育センター､図暮館一部を再構成して設置された全国共同利用施設である｡その主
要な機能の一つとして｢マルチメディア音詩教育｣がある｡
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CALLシステムは､大阪大学サイバーメディアセンターの教育用計算機システムの
ひとつであり､学内のマルチメディア外国括教育における重要な役割を担っている｡シ
ステムは､詩学アプリケーションが導入されたWindows2000サーバと､双方向コミュニケ
ーションサーバなどと､ window$2000およびxpクライアント約450台から構成されている｡
大阪大学豊中キャンパスのサイバーメディアセンター豊中教育研究棟の4教室に学生
用として259台配置され授業などに利用されている｡また､自習利用として吹田教育実
習掛こ47台､豊中教育実習棟に80台､共通教育講謙A棟315圭に50台投置され
て開放され学生の便宜を計っている｡映像や音声を利用したマルチメディア教材が導
入され､発音や聞き取り､スキット学習など､コンピュータを駆使した新たな言括教育を
サポートしている｡
CALLシステムの特赦としてセンターは以下のものがあげられている｡
1 ) Windows2000の採用
･多言活に対応
･市販教材ソフトウェアの普及が進んでいる
･数万人規模の利用者管理が可能で､個々の学習環境を設定することが
21
可能
2)双方向のコミュニケーションの実現
_以下の2つのシステムを利用しての臨場感あふれる画像.音声のリアルタ
イムでの動画転送装置および教師と学生のインタラクティブなコミュニケーシ
ョンが可能｡
･動画転送システム(CaLabo2000)
･授業支援システム(SkyMonuPro)
3)ネットワーク対応のソフトウェアの活用
･市販の授業支援ソフトウェアの利用｡
･www対応のマルチメディアコンテンツの利用｡
･遠隔授業･遠隔学習システムの利用｡
･オンライン辞義の利用｡
このうち､外国語教育のためのアプリケーションとして以下のものが用意されている｡
1) NotA¢adomy(英語)
2) Liston to mo(美辞)
3) ToH Mo Moro(仏独)
4) Lina und Leo(也)
5) euroll'ngua Deutsch 1 (独)
6) Toof暮Poworprop(英)
7) BBC Now Eng一ish CourS○(英)
8)自作教材(仏独)
9)コミュニケーションツール(｢新世界｣)
このうち9)の｢新世界｣は､教師と学生とのコミュニケーションを図るための電子掲示板
のようなものであるが､授業だけでなく､この掲示板を通して学生の賞間を受け付けて
いる｡
また､自作教材では､独話が運用している｢OCM教育システム｣が注目される｡これは､
学外からのアクセスが可能であり､学内にとどまらずドイツ措学習意欲のあるものなら
誰でも利用できる｡ WWWW対応で､文章､オンライン辞霊､音声･ビデオなどの素材を
有機的に組み合わせてあり､学習者自身のペースに合わせて繰り返し学習することが
可能となっている｡ Wob上にある教材を生かしている点で評価して良い｡
その他､運用上で注目される点をあげると:
1)利用者情報の一元化されている
大阪大学の統-アカウントと利用者情報が一元化されており､学生はCALLやLinux
の異なるシステムを意誠することなく同一のrTlail addressで利用できる｡
2)TA(Teaching Assistant)による授業支援
CALLシステムを授業で用いると､通常の授業に比べ教師側の負担も増えるため､
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cALLシステムの授業のサポートをするために､各授業ごとに2人TAを採用している0 1
人は､機器操作の補助として､工学系の院生を､もう1人は授業の補助として､授業の
詩学を専攻している文系の院生を担当させている.前者により･コンピュータの苦手な
文系の教師でも容易にCALLシステムを授業に利用することができ･授業中のトラブル
への対処にも迅速に行えるし､また､後者により､自分のペースで個々に学習している
学生へのきめ細やかなサポートが行えるようになっている｡
まとめ
大阪大学は､調査した大学のうちで､ CALLに関する限り､ハード面､ソフト面にわたっ
て最も整備されている大学である｡教官と学習者の双方向的な学習環境が構築されて
いる｡従って､ ｢効率的な外国括学習｣｢目的別.習熟度別外国括学習Jr自立的学習｣
などの外国括学習の課溝への取り組みが効果をあげていると言える｡
23
2-5.広島大学
2001年4月に､既存の4施設(稔合情報処理センター､情報教育研究センター､
情報メディア教育研究霞センター､外国括教育研究センター)が統合して､情報メディア
教育センターが放置されている｡ー
このセンター内に､ CALL教皇が設置されている｡ Macintoshが1 3台改直されたマ
ルチメディア外国括自習室､同じくMacintosh60台が設置された外国括自習室､図雷
館内に20台のVODシステムと25台のWindows端末などがあるが､平成15年度に
OALL教皇が更に整備される予定になっている｡
属島大学では､CALLの授業は､英拝を例にとると､rキルチメディア英括演習｣と
いう枠で行われており､基本的には｢英括｣の必修単位の枠外で行われている｡しかし
ながら､学齢こよってはその中に含めることが出来る｡
センターの学生向け悦明資料には以下のように暮かれている:
マルチメディアを利用し,ガイダンスの後は自学自習の形式で行います｡30時間を1単
位として単位故定されますから, 30時間分の学習量に相当する教材がネットワーク上
に準傭されており,それらを消化し.拭験において一定の成績を収めることで単位が認
定されます｡
また,この科目は履修制限単位以外の科目です｡学部によってはあるセメスターに履
修登録できる単位数の上限が決まっていますが,時間を問わない自学自習形式ですか
ら,制限いっぱいに履修登録していても履修可能です｡
単位認定などが少し複雑ですから,次の図を使って祝明します｡
まず.ガイダンスを受けます｡ここでは.教材へのアクセス方法や学習の進め方.単位
のことなどが祝明されます｡ガイダンスまでに,できるだけ履修登録を済ませておいてく
ださい｡
ガイダンスの後は.自学自習ですから各自のペースで学習を進めます｡もちろん.誰が
いつアクセスしてどの練習問題を消化したか.すべて妃録が残っています｡担当教官は
定期的にそれをチェックしていますから.一定に満たない場合には拭験を受けることが
できません｡以下,図の中の数字を使って税明します｡
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1単位箆定方法の決定
後述しますが･単位牡定方法が3通りあります｡おおよそ拭験期間の1ケ月前に,一
度集合するなどし･単位認定方法を3つのうちどれにするか決めてもらいます｡これまで
にしっかり決めておいてください｡
2　学習内容に即した就倹
特定された教材を使用して自学自習を行うわけですが.その教材に即した拭験があり
ます｡集合して行うペ-′1-テストです｡試験の成績によって.倭(A)･良(B)･可(C)･
不可(D)の成績がつきます｡1単位分の教材につき1単位です｡つまり,拭験と単位
認定においては通常の英語の授業と同様です｡
3　外国語技能検定拭鼓等
TOEFL･TOEIC･英検の3種の外部拭俵を利用することもできます｡受験料その他は
自己負担です｡受験し･成績を担当教官の指示に従って捷出してください｡得点また
は級によって2･4･6単位の認定が行われます｡この場合の評価はすべて優(A)です｡
基準については後述します｡
4外国括技能検定公認模擬拭験
TOEFL汀P･カレッジTOEIC(TOElC IP)の2種の外部拭験を利用することもできます｡
受験料その他は自己負担です｡受壊し･成績を担当教官に捷出してください｡得点によ
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って2･4･6単位の認定が行われます｡この場合の評価はすべて鍾(A)です｡基準につ
いては後述します｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7
5　rマルチメディア美辞演習｣として単位乾定
教養的教育科目の｢マルチメディア英拝演習HHlHV･∨･VUとして認定されます｡
つまり,成績証明霊にrマルチメディア英語演習｣として妃載されるということです｡この
科目については,他の科目の単位に統み替えることはできません｡
6　英語要修得単位に含める
上述したように,各学部等で英語要修得単位数が決まっています｡学部によっては,
このrマルチメIT-ィァ英括演習｣の単位をこれに含めることができます｡学生便覧等を
確放し,所属する学部の学部教務係等で確乾してください｡つまり. 6単位の内訳が.
‥ ｢コミュニケーションIA･同IB･同lIA･同lIB･同日･マルチメディア英語演習りとか｢マル
チメディア英括演習卜同Ⅰト同日･同Ⅰ∨･同∨･IAJとかでよいということです｡
なお,英椿事修得単位数にrマルチメディア英括演習｣を含めるかどうか,特に申請な
どを行う必要はありません｡卒業判定のときに. ｢コミュニケーションHl･=｣r英語圏フ
ィールドリサーチJrマルチメディア英語演習｣のうちから必要単位数(多くの学部では6)
を修得していれば,英括要修得単位数を満たしたことになります｡英語要修得単位数
については,学生便覧の履修基準を確認したうえで.所属学部の教務担当係で確認し
てください｡
7　英語要修得単位に含めない
もちろん,英語要修得単位数に含めないこともできます｡つまり,典型的なIA･IB･lIA･
HB･=･日という6単位を取得し.その他の英語科目の単位として取得することも可能で
す｡成績証明霊には美活の単位として同様にマルチメディア英語演習の単位も並びま
す｡
ただし.これはあくまで教養的教育の中の英語科目ですから,英語ばかり学習して他
の重要な科目の単位を取得しないというのでは教養的教育の理念に沿いません｡した
がって,これを卒業要件単位(卒業に必要な単位数)の教養的教育分にするかどうか,
最終的には各学部の判断に任せられます｡所属する学部の学部教務係などで確認し
てください｡つまり,英語妻修得単位数に含めないからといって,他の教養的教育科目
の単位のかわりにはならない可能性もある(各学部の判断による)ということです｡
この説明からも分かるように､広島大学では､CALLを利用した外国括学習は､ ｢自
習｣と位置づけられ､必ずしも外国話学習の必修習得単位とはみなされていない｡また､
単位の艶走方法も､外部検定拭験だけでなく､独自のペーパーによる拭験も選択でき
るようになっている｡
自習を基本とするということは､それに見合った30時間分の教材が整備されている
ということを意味する｡ネットワーク対応のTOEIC対策ソフトとしては他大学と同様に
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NotAOadomyが利用できる｡市販の各種CD-ROMソフトと並んで､英括､ドイツ拝に関
して言えば､ www上にある英括/ドイツ帯学習のためのサイトが内容･レベル別に分類
されて紹介されている｡また､ ｢英括学習よろづ相鉄処｣をネット上に放けて学習相故に
応じているなど､学習者へのサポートも充実している｡
また､rCALL研究会｣などの研究会も活発であり､それらを通して､自作の外国措学
習教材を作成して公開していることも高く評価できる｡
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2-6.九州大学
九州大学では外国詩教育の責任部局となっているのは言拝文化部が2000年に改組
されて発足した音詩文化研究院である｡言括文化研究院に所属するCALL教主は､ 6
4台のマッキントッシュが設置されている第1 LL教皇のみである｡ MaGのOSはOS7.5.2
のままであり､ 2003年4月に更新予定である｡
しかし､CALLを含む外国括教育に利用されているのは､この教皇だけではない｡情
報基盤センター及び大学教育研究センター所管の情報処理教育用施設も利用されて
おり､学生は授業のない時間帯に自習を行うことが出来る｡
外邑請教育のためのアプリケーションとして､CD-ROMソフトrListen to ME!｣が使用
されており､履修者全員に貸与するという形で利用されている｡ネットワーク利用と違い､
学生は必要な時に利用可能なパソコンにて自宅でも利用することが可能である｡また､
｢3D-IESJという3次元仮想空間チャットシステムも導入され活用されている｡
以下､この3D-IESを紹介してみたい｡
3D-IES
このシステムは九州大学が野村総研及びソニーと共同開発したものであり､リアルタイ
ムでインタラクティブな外国括学習空間を構築することを目指すものである｡このシステ
ムではアバターを使用して､発話の際に学習者が覚える障害を除去出来ること､また､
体験型の学習を可能にするために､学習者が能動的に授業に参加し､学習者のモチ
ベーションの向上させることが期待できる｡新しいタイプの授業を可能にする方法であ
る｡
岡野進教授によれば､以下のような意紙からこのシステムを導入されたとのことであ
る:
学習している書籍が話されている環境に類似した環境を構築できないか､ということ
です｡CD-ROM教材を用いれば､疑似的にそうした環境に身を置くことができますが､あ
くまで疑似的にしかすぎず､リアルタイムの会話に伴う緊張感に欠けます｡なぜかと言いま
すと､このような教材は相手からの同いに対して答えるという形で学習が進むわけですが､
多くの場合､答えの選択肢が非常に限定されているからです｡たいへん良くできているも
のがあることは否定しません｡
さて､構築するために必要な条件としては､リアルタイムに反応が起きること､また､
一方通行ではなく､インタラクティブなメディアであることです｡リアルタイムでインタラクティ
ブなコミュニケーションが可能となるようなメディアはないかということです｡既存のメディア
として､テレビ会社システム､あるいは非常に簡単なものとしては､ CU-See-Meなどが考え
られます｡CU-See-Meといいますのは､コンピュータにカメラをつなぎ､ Loca一 Area
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Notworkの環境で､コンピュータを通じて､コミュニケーションを行うというものです｡簡単に
言えば､コンビュILタをテレビ電帯として使うソフトと言っていいかもしれません｡これらを再
いれば､リアルタイムで双方向のコミュニケーションが可能になります｡しかし､これらのメデ
ィアは同時多発型のコミュニケーションに対応していない､という欠点があります｡たとえば､
テレビ会議ですと画面には複数の人間が登場しますが､話すのは一人に限られます｡同
時に複数の人間が話したならば､そこから生まれるのはカオスであって､コミュニケーション
ではありません｡CU-Soo-Moの場合は､多数の人間が同時に電話しているにすぎず､同
時ではあっても多発ではありません｡
以上のように､これまでのメディア使っていては､リアルタイム､インタラクティブ､同時
多発型の環境の中で､学生が能動的にコミュニケーションに関わるタイプの授業を実現す
るには､限界があることが分かります｡
_声在外国語教育ではLLからCALLシステムへの移行が急`速に進んでいます｡しかし､
CALLシステムの場合には個人学習が主であり､ 1対1､もしくは多人数間のリアルタイ
ム･コミュニケーションが十分に行われているとは言えません｡また､従来の授業は時間と
空間の制約があり､いつでも､どこでも､だれでもコミュニケーション活動に参加できるわけ
ではありません｡さらに､これが大きな間洩であると患うのですが､従来の授業は受動的に
なる傾向が強く学生による参加型の学習環境の実現は困難です｡こうした現状は学生が
外国語学習のモチベーションを向上させる　ことに陣幸となっていることは明らかです｡従
来の外国籍学習環境ではこのような問題を解決し､外国拝学習を飛躍的に改善させるこ
となど期待できないと言わざるを得ません｡
そこで3次元候想空間を使ってはどうだろうかということになります｡たとえば､ 3D-IESで
あれば､リアルタイムでインタラクティブなコミュニケーションが可能になります｡このソフトの
特徴はアバターを用いて､仮想空間内を動き､そこで出会った他のアバターとコミュニケー
ションを行うというものです｡しかも､同時多発型です｡
収想空間による外国語学習の特徴として2点挙げることができます｡ひとつはそこでは
体壊型学習が可能になるということです｡もう1点はアバターの使用です｡
体験型学習から述べていきましょう｡
仮想空間のすぼらしい点は体験的なコミュニケーションを可能にするということです｡無
論限界はありますが､候想空間であれば､ある程度現実をシュミレートすることが可能に
なります｡人と人との出会いも､現実の出会いに近づきます｡したがって､同じ会話の練習
でも教室で行う場合と､仮想空間で行う場　合ではかなり変わってきます｡ドイツ椿を例に
出して言いますと､初めて人に出会うとき､たとえばドイツ椿であれば､ 〝GLJtenTag.●〝と挨
拶し､相手に名前を尋ねる場合には､まず〝lch heisse Okano.〝と自分の名前を言った後
で､ 〝wje heissen Sic?"と相手に賞間します､とこのように教えた後で､たとえばペアに分
かれて練習させるのですが､どうしても不自然さが残ってしまうわけです｡名前を既に知っ
ている相手に､たとえ授業とはいえ､ドイツ拝で尋ねることの金持練習はどのようにしたと
ころで真剣さに欠けるところがでてしまいます｡これはいた仕方ないことでしょう｡
しかし､候想空間でこの練習を行うと､事情は一変します｡どのようなアバターを用いる
かで多少は変わってきますが､倣想空間は日常的な空間とは区　切られた､独自の空間
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を構築しているために､同じ外国活を使うにしても教皇で使う場合と違って､不自然さが､
消えることはないにしても､薄れます｡なにより素晴らしいことは､学菅者が学習した言語を
使って自らコミュニケーションしようという姿勢が見られることです｡通常の練習問題ですと､
こちらが指示した　以上のことを自発的に行うことはほとんど期待できないのですが､収想
空間ですと､その状況にふさわしい表現を求めてテキストを開き､辞嘉で単拝を探す光景
が見られます｡仮想空間はいわゆるやる気と呼ばれるものを引き出すようです｡
なぜでしょうか｡私たちが自分の国のことばを学んだプロセスを思い返していただければ､
お分かりになると患うのですが､ことばは美食圭のような抽　象的な空間で学び取られるも
のではなく､自分たちのまわりにいる人々とさまざまなことを体験しながら､学び覚えてきた
ものです｡ことばを覚えるということは､実際の体験を通じてひとつまたひとつと言葉を増
やしていくものなのです｡たとえば､母親が赤ちゃんに何かそのこの好きなものを与え､ rお
いしい_､おいしい｣と繰り返すなら､その子供は母親のことばの言い回し､今食べているも
のの味､さらには母親のまなざしなどとともに､ ｢おいしい｣という音を捉え､そうすることで､
言葉の意味とその使い方が､たとえ自覚的ではないにしても､自然と分かるようになるの
ではないでしょうか｡これがことばを獲得する自然な流れです｡庇想空間での学習は体験
型学習を可能にするために､自然な流れに近い学菅が可能になり､その結果､やる気が
でるように思われます｡教室の授業ではどれほど想像力をたくましくしたところで､体験型
学習は不可能です｡無論､このように言ったからといって､教室での授業を否定するわけ
ではありません｡た　とえば､青葉を使ううえでの約束事､つまり文法事項の学習､もしくは
文章を洗むこと､いわゆる読解と呼ばれる授業は教室で行われたほうが成果を上げること
はいうまでもありません｡教室での授業は訳に立たないなどという乱暴なことを主張してい
るのではなく､教主ではできないことがあること､そしてそれはかなり重要なものであること
を申し上げているのです｡
現在は九州大学ではテクスト入力でチャットを行っていますが､ 2年後には音声で行うよ
うになります｡また､計画どおり進行すれば､われわれの大学　とハワイ大学との間でリア
ルタイム･コミュニケーションによる共同学習が実現することになります｡この時､仮想空間
の学習は体験型学習にほかなりません｡そこでの出会い､そして交わされる会話は現実
の会話に限りなく近づきます｡
もうひとつの特徴であるアバターについて述べます｡
外国籍教育においてアバターを用いることはどのような意味を持つでしょうか｡これは､ア
バターが匿名であるか､あるいは本人をはっきりと明示するものであるかによって､かなり
変わってきますので､一概には言えないのですが､仮に匿名の場合､アJくターの利用はか
なり効果を期待できます｡なぜかと申しますと､アバターは学習者の思いのままに動くと
言う意味で､アJくターと学習者は一体です｡学習者はある程度アバターに自己を投影し､
感情移入することも当　然あることと思われます｡これが体験型学習を可能にするのです｡
しかし､私が故事したかぎりでは､仮想空間のアバターはそれでもやはり学習者ではない
のです｡これはどういう点に表れるかといいますと､仮想空間でアバターが､とはつまり､
学習者が､仮想空間内で頓珍漢な文章を入力し､他の参加者の集いを誘った場合､当の
学習者も一緒になって笑うことがありました｡学習者とアバターは一体と化しているようで､
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良い意味で両者は切れているのです｡これは外国拝を学習する際に幼1ずとなる圭恥心
を克服するに際して､大きな力となります｡現実の空間では･例えば教室では間違いを恐′
れるあまり寡黙になりがちな学習者も､アバターと化すことによって気楽にコミュニケーシ
ョンをとれるようになるようです｡このことは一見すると､外国語の学習と何の関連もないよ
うに患えるかもしれません｡しかし､そうではないように私には思われます｡何かを学ぶた
めには､あるいは何かを獲得するためには､何かを捨てなければならない､などと私は授
業に出てくる学生によく言います｡ですから､圭恥心を捨てなさい､とこのように鰍ナます｡
とはいえ､これは学習者の立場からすれば､教える側の勝手な文句であるのかもしれま
せん｡数学が苦手の人間がいるように(私がそうです)､当然外国椿が苦手な人もいます｡
そういう人からすれば､圭恥心というのは言辞の学習にとって相当大きな障害になってい
るようです｡多かれ少なかれ､外国語が好きで､また外国語が得意な方が外国拝を担当
する農員になられるわけですから､言拝が不得意な人々のこのあたりの心理というもの
はお分かりにくいのかもしれません｡
ァバターの使用は外国籍に苦手意誰があって積極的にコミュニケーションに加わること
のできない学習者に､救いの手を差し出すこととなることを確信しています｡
この辺でコンピュータと外国拝の授業に関してひとつまとめを行いたいと患います｡
コンピュータを使用せずに､教室を使用して行われる､一般的な外国語の授業の欠点は･
授業の内容とは別に､画一的な授業を行う点にあることは･既に多くの方によって指摘さ
れています｡学習者の能力､関心分野などが考慮されずに･授業のテキストが選ばれてし
まう｡同一のテキストが学習者Aには難しく患えるが･学習者Bには簡単すぎるということ
が生じるわけです｡また､学習者の学習意欲は人によって当然変わりますから･学習意欲
のある学生には違いと患われる授業の進度が､さほど学習意欲がなく･単位させ猿得す
ればもうそれでいいという学生には当然のことながら･速すぎるわけです｡能力別のクラス
を作ればいいのかもしれませんが､そうすると意欲のない学生だけのクラスが出来てしま
うという問題も生じます｡なかなかいい解決法はありません｡
しかし､以上の閉息はコンピュータを使うことである程度解決されうることが報告されてい
ます｡ビデオ･オン･デマンドもしくはCD-ROM教材を使用すれば･複数の分野からテキス
トを選ぶことが可能になります｡学習者は自分の好みに応じて･学習教材を選ぶことが出
来るわけです｡また､学習者は自分の能力に応じた速度で学習を進めることができるよう
になります｡
このようにコンピュータを用いた学習の特軌ま学習者一人一人のニーズに応えることの
可能なメニューを提供できるという点にあります｡そしてコンピュータによる学菅は･基本
的文法の習得､TOEFLあるいはTOEICのようなパターン化された拭験の準備･会鰭
のパターン練習に効果があるといわれています｡つまり､コンピュータによる学習は反復
練習に適しているということになります｡コンピュータは何回同じことを繰り返そうと･いやな
顔はしないということです｡
この学習法の欠点としては､学習者にコンピュータの使用を強いることです｡大学へ入る
前にコンピュータの操作を覚えてくれていればいいのですが･現在はそうはなっていませ
ん｡ ｢私は拝学を習いたいのであって､コンピュータの操作法を習いたいわけではない｣と
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学習者からクレームがつく可能性があります｡もうひとつの間鰯として､学習者がどの程
ノ'●
度自分の能力､意欲､関心のある分野を把握しているか､ということがあげられます｡また､
括学を学ぶ目的がはっきりしていなければなりません｡こうしたことが明確になっていなけ
れば､いかにコンピュータを使おうと成果が上がらないことは明らかです｡
次にコンピュータによる授業における教官の役割に考えてみたいと患います｡教官は先
ず学習者の意欲､能力などを把握し､それに応じた適切なソフトを捷供するか､もしくはそ
うしたソフトを開発することが主たる役割になることが予想されます｡したがって､どのような
ソフトが販売されているか常に目を配　り､適切なソフトが見つける努力をしなければならな
くなります｡また､学習者ばかりではなく､教官の方でもコンピュータのスキルをあげること
が要求されます｡また､ネットワークを用いて授業を行おうとするなら､ある程度はネットワ
ークの知恥も必要になるでしょう｡
蔓のようにみてくると､コンピュータの導入に伴って､外国括教育は椿学教員だけで行わ
れるのではなく､やがては情報系の教官との共同作業の方向へと向かうように思われま
す｡
この悦明にあるように､このシステムは仮想の教皇空間を構築しようとするものであ
り､従来の外国帯の授業のように固定された教皇という空間に参加者が集まる必要は
ない｡学習者は､離れた距他にあってもこの仮想空間を共有することが可能である｡ま
た､アバターを使用することにより､視覚的にも空間を共有している学習者を確牡できる｡
テキストによるチャットだけでなく､音声によるチャットもスムーズに使用できれば､仮想
教皇としては申し分ないであろう｡
問題は､この空間でr意見｣を述べ､譲旅することは可能であるが､この空間に対応
したアプリケーションを十分に整備する必要があるということである｡ CALLの目指すも
のが､個々の学習者のレベル､進度､要求に応じた外国括学習であるとすれば､ 3D-I
ESの提供するものは､それとは違った形の外国括学習形態､つまり､外国拝学習にと
どまらず､他大学､海外をも含む遠隔地のユーザーを結びつけた倣想空間を利用した
計義･演習での利用という側面が強い｡
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2-7.サイバー･ユニバーシティ構想について
本研究のメンバーは､北大､名古屋大､大阪大､九州大､メディア教育開発センター
とともに､日本型遠隔地教育であるrサイバー･ユニバーシティ｣の構想を立ち上げて､
研究を行った｡以下で､この構想を醗明する｡
1. #サイバー･ユニバーシティ"とは何か?
ネットワーク上で動画またはその他のデジタル教材を提供し､仮想空間
上での効果
的_..効率的授業を展開することにより､単位藩定を実現する｡
【サイバー･ユニバーシティの特徴】
①学習舞境を時間･空間の制約から解放
ネットワークとPCがあれば教室と時間割から開放され､いつでもどこでも
学習可能な
環境が提供される｡
②教育活動の蓄積と効率化
従来の授業がデジタル･コンテンツとして蓄積され､教育資産として共有
化･効率化される｡最良のコンテンツが全ての学生に提供されることで教育
の質的向上がもたらされる｡
③学生個人を学習の中心に
個人の興味と能力に合わせ､多種多様な選択肢から学習プログラムが構成さ
れる｡必要な
ときに必要なことだけを入手し､個人のペースで学習できる｡
⑥双方向性教育舞境の提供
評価テストの採点が瞬時に行われ､達成度(成績)と弱点をその場で把握で
きる｡個人の
学習履歴を管理することにより､学習ペースや学習プランのアドバイスが容
易に提示できる｡
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(9海外の大学との連携
海外の連携大学と授業の共有､また直接コンタクトによる語学教育が可能
に｡グローバル
化時代に対応した教育環境が提供される｡
⑥サイバー授業の導入により対面授業を最大限に活
サイバー授業では知識とスキルの一部の習得が効率的行われ､従来の対面授
業においては
少人激クラスを実現し､サイバー授業ではカバーできない能力養成に特化す
る｡
2.プロジェクト研究の背景･日的･期待される効果
① ｢第三世代型語学教育システム｣から｢第四世代型語学教育システム｣
第二世代
AV教材
動画と音
第三世代
CALL
コンビュ-
第四世代
サイバーU
インターネット
②平成12年10月より北大と九大の実験授業｡
平成13年4月からは広島大､ハーバード大も参加予定｡
以上の実績の上に､メディア教育開発センターと国立五大学が共同で｢国
立大学サイバー･ユニバーシティ構想の実現に向けた枠組み作り｣と題する共
同プロジェクトを平成13年度より開始予定｡
目的
平成13年度にサイバー･ユニバーシティの大枠を確定し､以下の事項を決
定する｡
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①サイバー･ユニバーシティ実現のための授業発信プラットフォームの
確定｡
②学生認証･学生管理･成績管理システムの確立｡
③上記システムの日本における標準化｡
プロジェクトの期待される効果
アメリカのような多様なシステムの乱立を避け､システムの標準化を達
成することにより､以下の効果が期待される｡
①各大学､各グループが作成した授業コンテンツの効率的相互利用｡
②システムを開放し､多くの大学参加を得た大規模展開｡
まとめ
このサイバー･ユニバーシティ構想は､遠隔地を結んでコンテンツを共有する
という点で､各大学で次第に試みられ始めている｢インターネット大学｣の一
つといえる｡しかし､授業コンテンツを共有して相互利用しようとしている点､
或いは､システムを標準化しようとしている点など､開銀的ではない｢オープ
ンなシステム｣を構築しようとしており､これからの遠隔地教育のひとつのモ
デルになりうると思われる｡
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マルチメディア教材の分析に入る前に､そもそもCALL教皇を利用することの利点は
何かを考えてみたい｡ます､Wobにいつでもアクセス可能である｡必要な時､即､情報
収集が出来る｡また､通常の授業､例えば､初修外国語の文法項目の観明をした後､
すぐにオンライン上のドリルをすることが可能である｡その分､教師は個々の学生をサポ
ートする時間が出来る｡また､通常の教皇と違う空間を使用するという｢気分転換｣の効
果もあり､意欲がわくという学生が多い｡また､メールや掲示板も利用すれば､練習問
題の提出､個々の学生へのきめ細かなサポートも出来る｡
逆にモニタなどが邪魔になって､通常の教室で行っているような学生同士､学生と教
官とのコミュニケーションの練習には不向きである｡どうしてもモニタが｢壁｣を作ってしま
い､学生はその背後に隠れてしまう傾向がある｡
しかしながら､CALL教材を使用しなくても､通常の教皇でやっていた授業をcALL
教皇で行うことは可能であり､自習時間を設定して､情報収集を行ったり､個々に発音
練習をしたり､と､組み合わせることにより､より効果的な外国括授業が可能となる｡
さて､CALLを利用しての授業が効果的になるのは､個々の学習者のニーズやレベ
ル､進度に応じた学習が可能となるからであるが､そのために必要となるのは､それに
対応したソフトである｡以下では､他大学でも良く用いられている教材を中心に､教材の
特徴および開場点を検討してみたい｡
cALL用教材には大きく分けて3種類がある｡一つ目は､CD-ROM教材､二つ目
は､ネットワーク対応型教材､三つ目はWob上の教材である｡このうち､CD-ROM教
材は､教師一人だけが使用してそれを見せたのでは意味がない｡つまり､学習者の数
だけソフトを用意する必要があり､コストが高くつく｡その点､wob上にある教材は誰で
もインターネットにアクセスできる環境にあれば､利用できるという点で非常に楽である｡
本来はネットワーク対応型が一番良いが､かなりコストがかかるのと教材そのものの数
が少ないという欠点を持っている｡つまり､授業の枠内で使用するのであればwob上の
教材が一番使いやすい｡CD-ROM教材は､自習用として貸し出す方式が一章効率
的ではないかと患われる｡
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3-1.ネットワ_-ク対応型ソフト
●NetAeademy (ALC)
調査した多くの大学で採用されているマルチメディア型英括学習システムである｡
wwwブラウザ上で稼働するため､ LANに接続されていればどこからでも利用できる｡
英語教材をスピードを変えての聞き取り練習や英文の表示スピードを変えての読
み取り練習を行うことによってTOEIC拭験(300･-800点程度)に対応する柔軟な英括力
を養うことが可能である｡理系のための技術英括コース(工業英検4級､3飯台格程
皮)もある｡
NetAcadernyの講座はレベル診断テスト後､受講者のレベルと目的･目標に応じて
自由に教材を選択できるように構成されています｡リスニングカ強化コースとリーディン
グカ強化コースの50ユニットにはさまざまなテーマと難易度レベルのものがあります｡
これらはすべてを受講することも可能ですし､自分のレベルに応じた教材を中心に､例
えば20ユニット学習するということも可能です｡また､自分の弱点を補強するためにリ
ス二ングカ強化コースを中心に学習を進めることもできます｡
自分の弱点を考えて｢リスニング中心に進める｣､ ｢リーディング中心に進める｣､ ｢リスニ
ング+リーディングの両方を進める｣rTOEICテスト対策にする｣などの重点を決めて学
習をすすめることができ､学習効果を上げるために､受講期間は最長でも6ケ月以内に
終了するプランとなります｡
各コースとも｢学習プラン｣が予め設定されており､ 1ユニット学習時間目安や学習時
間が大体分かるため､各自の学習可能時間や目標にあわせた学習が可能である｡最
長で6ケ月を目安としており､大学の1セメスター単位での利用が可能である｡
また､追加の練習問題等も用意されているので､それらで不足分を補うことが可能
である｡
受講管理者は､各受講者の理解度や進捗度をいつでも必要なときに見ることができ
る｡また､管理者はこの進捗データや成績データをファイルに出力して表計算ソフトで自
由に加工することも可能であり､学生の学習状況･成織を個別に管理することが出来る
点で､自習型のソフトでありながら､受講者任せではなく､細かな対応が可能となる｡
以下､各コースを紹介する｡
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コース内容
①スタンダードコース(上級者コース)
*対象者はTOEICテストのスコアが300-800点程度であり､大学で実施するのに
適したレベルである｡ほとんどの大学はこのレベルを導入している｡
●レベル診断テスト
*帯嚢力診断テスト､ l)ス二ングカ診断テストで､
自分の英語力を把握することができる｡
●リス二ング強化コース　50ユニット
*TOEIOのスピーチスピードに対応する力をつける練習
*自分の英活力に応じて音声再生スピードを5段階から選択する機能がある｡
●リーディング強化コース　50ユニット
* 4タイプの速読トレーニングがある｡
*自分のリーディングスピードをWPM (Words For Minuto)で測定することができる｡
*受講者が設定した表示スピードにしたがって英文が表示されるのでリIIT-ィング
スピードを実感しながら学習できる｡
●TOEICテスト演習コース　40間×10ユニット
*TOEICの5分の1のスケ-ルの練習間混｡
*TOEtCの全7パートから成るテストの流れと各パートの特徴がわかる｡
(参考)受講の流れ
･まずレベル診断テストを受講する｡
･レベル診断テストには括嚢力診断テストとリスニングカ診断テストがある｡
･テスト結果から特集力8段階､リスニングカ5段階のレベルで分類され診断績黒と学習
アドバイスが捷示されます｡
※帝糞力診断､リスニングカ診断の両方のテストが終わるまでは他のコースは選択できな
い｡
･テストが終了すると各コースの受講ができる｡
･リスニングカ強化コース､リーディングカ強化コース､ TOEIC演習コースく技術英括基礎
コースなど)から学習したいコースを選択｡
･リスニングカ強化コース､リーディングカ強化コースの教材は難易度が★～★★★★に
分類されているので自分のレベルに合った教材を選び学習｡
※テスト椿集を参考にお勧めレベル★-★★★★が表示されますので参考にするとよい｡
･教材を選択し学習｡教材はStop1-5に分かれており順に学習していき解からない帯旬
などは単拝帳に登録できる｡
･学習を終了すると学習日時と学習状況(終了､学習中)をカラーでマークすることができ
る｡
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②初級･中級者のためのスコアアップコース
●リスニングカ強化コース(20ユニット)
*TOEICのスピーチスピードに対応する力をつける練習
*自分の英語力に応じて音声再生スピードを5段階から選択する機能がある｡
●リーディングカ強化コース(20ユニット)
* 4タイプの遠鉄トレーニングがある..
*自分のリーディングスピードをWPM (Words For Minuto)で測定することができる｡
*受講者が設定した表示スピードにしたがって英文が表示されるのでリーディング
スピードを実感しながら学習できる｡
●TOEIC㊥テスト演習コース(40間×10セット､Part別200間)
*TOEICの5分の1のスケールの練習問題｡
* TOE.ICの全7′1-トから成るテストの流れと各Ji-トの特徴がわかる｡
●TOEIC㊥テストパート演習コース
*自分の苦手なパートを集中的に学習する｡
*TOElCのパートごとの演習｡ Part I -?の好きなパートから受講することができる｡
●中間･修了テスト(100閉×2セット)
*TOEIC形式のテストです｡
*中間テストは前半25ユニット､修了テストは後半25ユニットを終えないと
受けることができない｡
⑨専門美蹄のコース　*理系のための技術英清く基礎>コース　32ユニット
対象者は工業英検4級､3級合格程度
⑨-1技術英賄｢基礎｣コース
●技術英括基礎コース(32ユニット+レビュークイズ)
(1)技術英語基礎コース
･Jくイオテクノロジーから地球環境まで先端科学技術のさまざまな括題を取り上げた教材が32
ユニットある｡
･各ユニットのトピックの中には理工系でよく使われる表現が含まれており､その部分を英語で
表現(ライティング)する過程を通じて､技術美辞の基本的愚考･表現力を身につける｡
･各ユニットにはStop lからStop 5までの各ステップが用意され､日本特から英括文章組み
立てのプロセスを2段階でシュミレーションする『幹センによる2ラウンド方式』の新しいスタイル
で学習を進める｡
･英文作成プロセスにおいて､一般の学習者が起こしやすいまちがいをr先輩の英文｣として組
み込み､まちがいやすいポイントを押さえる｡
･rあなたの英文｣､ r先輩の英文J､ r先生の英文｣を比較することを通じて､理系技術英帯の
勘どころをつかむ｡
･精嚢チェック(Stop 1)やまちがい表現選択(stop 2､ Stop 4)､キー表現の演習(Stop 5)では､
正解するごとに｢学習ポイント｣が加算されて､日常学習の実績が示される｡
･4ユニットごとに､復習を兼ねたレビュークイズ(ライティング演習)がある｡
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(2)技術英拝括曇力基礎コース(1200語)
･技術英拝でよく使用される基本措曇1200括(20括×60ユニット)をクイズ形式で学習する
ことができます｡
･工業英検(R)4級の過去20回の問題において頻出の詩句を約6割カバーしている｡
･各ユニットは20括ずつに分かれており､音声を中心にして耳から入るr特集演習｣｡
r括嚢一覧｣とrスペルアウト演習1がセットになっている｡
･各ユニットは｢専門分野別く21ユニット)｣｢動詞･形容詞ほかく20ユニット)｣｢科学基礎
ほか(19ユニット)｣に分類されており､いつでもどこからでも学習することが可能｡
･｢精嚢演習｣､ ｢スペルアウト演習｣の正解によって精嚢ポイントが加算される｡
･r括曇演習｣の特集ポイントは教材一覧メニューに表示され､ Jスコアの轄果によって
学習日の色が表示される｡この色を利用することで､特集習得の状況を一目で知ることが
できる｡
･rイラスト演習(9ユニット)｣と組み合わせて効果的な学習が可能｡
(3)技術美特中間･修了テスト(工業英検⑧4級模擬テスト×2セット)
･工業英検(R)4級スタイルのオンラインテスト｡技術美辞の基礎力を自己診断することが
できる｡
･技術英括基礎32ユニットのうち､前半16ユニットを終えると中間テスト､後半16ユニットを
終えると修了テストを受けることができる｡
･問題は57間､ 60分で､ So¢tion1 -7に分かれている｡解答はどのセクションからでもはじめる
ことができる｡
･全57間を解答後に工業英検(R)4故の拭験に換算した点数が表示される｡
実力診断の目安になる｡
･全57間を解答後に即座に採点され､採点画面に結果が一覧表形式で表示される｡
･採点画面には全体と､精嚢(So¢tion2､7)､英文解釈(1､3)､文章完成(4､5､6)
それぞれの正解数､正解率をグラフでも表示するので､自分の弱点を知ることができる｡
･採点画面から､間億._I-との解脱画面を簡単に参照することができる｡
③-2　メディカル美帯コース
●リス二ングコース(12ユニット)
･医師と患者を想定した診療英会柘をコンテンツとして使用
･医師と患者の診療英会話が12ユニット｡
･代表的な症例が5つあり､それぞれ2-3ユニットで構成されている｡ (全12ユニット)
･会話の中にでてくる医学括嚢や表現などはKeywordとしてGlossaryに登緑することが
できる｡
･ただ'聞くだけではなくDictation､ Role Playingなどの演習を通じてリスニングカを養成｡
●リーディングコース(30ユニット+確皆テスト)
･医学に関連した紀事を使って基礎的な英語統解能力を身につける｡
･医療関連のさまざまなテーマの教材が30ユニットある｡
･各ユニットは　TI'me forKI'ds. TI'meの記事を素材に構成されている｡
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･自分のリーTl-ィングスピードをWPM(Words Per Minute-1分間に妖む阜括数)で
測定することが可能｡
･英拝を文頭から理解する訓練として､フレーズごとに読み進めるトレーニング機能が
ある｡
･各フレーズには音声がついているので､音声だけを聞いて意味をとる練習など､
文字表示機能と組み合わせて様′々な演習ができる｡
･10ユニットごとに､復習のためのr確埋テスト｣が挿入されている｡
●基本医学汚臭コース(1000括)
･医学英拝の基礎となる1000括
･専門的医学括集を学ぶ前に病院などで使われる日常会柘の括集を学習するために､
日常的に一般の人々によって使われている医療捨象を1000括ピックアップ｡
･全体を8つのカテゴリーに分け､さらに1ユニット15-20拝に分類｡ラテン語､ギリシャ請の
専門用捨での表現がある場合は､参考情報として一覧に付妃してある｡
･英単語と日本語のマッチングやスペルアウトの演習をして､括曇力を定着させる｡
③ライティング基礎コース
･英文を暮く上で主事な機能表現を身に付ける
･日常生活､ビジネスシーンで使える30の機能表現を学習｡
各ユニットは具体的な状況を設定しているので､状況に応じて適切な表現を身につける
ことができる｡
･美拝の括順を身につけながらライティングカを身につける｡
･小さな情報の固まり(チャンク)の日本括音声を聞きながら､テンポよく英文を組み立てて
いく｡英椿の括順･構造と､あらゆる場面で運用可能なライティングカが身につ｡
･英括表現の幅を広げる前置嗣をイラストを使って分かりやすく解放
･使用頻度の高い15の前置詞の使い方を学習｡イラストを多用した演習で､イメージからの
理解をうながす｡ユニットの始めと最後のテストで学習した前置詞の理解度をチェック｡
●ライティング基礎コース(30ユニット)
･Exercise(30ユニット)
･Roview Quiz (3セット)
●ライティング前置詞コース(15ユニット)
まとめ
このソフトは､TOEIC拭験対策としては非常に優れている｡問題量も豊富であり､ヘル
プ機能も充実している｡多くの大学で学部検定拭験の単位化を盗めつつあり､その際､
TOEICが対象となっている｡つまり､受容と供給が一致しているという希な例である｡ま
た､ネットワーク対応という点も使いやすくしている｡学内LANに接続していれば､どこか
らでもアクセスして学習が可能である｡他方､ ｢遊び｣の要素は少なく､学生は長時間や
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ると飽きてしまうかも知れない｡継続して使用するものには､どこかで｢息抜き｣のような
ものが用意されていると良いのではないかと患う｡
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I3-2. CD-ROMソフト
①各国詩のヴァージョンがあるもの
1)入門レベル　*初修外国語向け
(1 )絵で覚えるシリーズ(Infinisys)
･英国　Heinemann社の括学教材FindingOutのCD-ROM版｡
･単拝の発音とスペル､基本的な文章などを､約200枚の絵カードで学ぶもの｡
･それぞれのセクションではカラフルな220枚のカードを基に､ネイティブスピーカーの発
音を聞く､絵や単語を見て阜話の意味を覚える､自分の発声を録音し聞き比べてみる､
_.という基本学習が繰り返す｡ゲームをやっているような感覚で､兼しく学習することがで
きる｡
･子供が言語を学ぶ際のフラッシュカードのシステムを取り入れ､絵が描かれた一枚一
枚のカードやテキスト､愉快なサウンドを使って､単語や挨拶などの簡単な文章を､ゲ
ームや録音機能で楽しみながら学ぶことができる｡
●唇集散が少なく.初修外昏脊学習の最初のレベルで利用可能｡しかし.それらの単勝を使
用して､通常の棟集と組み合わせれば､十分に利用できる｡
2)初扱者レベル　*初修外国許向け
(2)Talk Now! (Infinisys)
･簡単に外国語の基礎を短時間で効果的に身に付けたい人のための初級者向け語
学学習ソフト｡
･450以上の使用頻度の高い単語や短文が､基本単語･食べ物･色･詩句･体･敢･時
間･買い物･国の9つの分野に収められている｡各分野はr言葉の練習Jr話す練習｣
r簡単なゲームJr難しいゲームJr図鑑のプリント｣で構成され､この5つのセクションを
必要に応じていったりきたりすることによって効率よく外国語を妃憶させることをめざし
ている｡
●初修外国椿の学習の初歩のレベルで使用可能｡
+捜集での償用例
ゲームの手1
ルーレットメニュー
まず､ルーレット型(円盤)メニューのゲームから始めます｡ r基本単語｣から時計回りにひとつづつ進め
ていきましょう｡ルーレットメニューのその88分をクリックします｡
rことばの義響｣
①次の画面の｢ことばの練習｣から始めます｡このゲームをする上での材料です｡ここをクリックします｡
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I②責色ボタンをクリックすると､日本椿の尊徳･文､それにあたるドイツ括単語･文が表示され､ドイツ
語で発音されます｡何回か聞いて音に慣れましょう｡本番のゲームでは音で勝負します｡途中停止やピ
ックアップや繰り返しもできます｡黄色ボタンをクリックしたり､ E3本括琳分をクリックしてみてください｡
③納得がいったら､前の画面にもどります｡ (左向き矢印をクリック)
r替す義讐J
①次はr賭す練習｣をします｡色リツクしましょう｡
②4･8･10のボタンをクリックすると､それぞれ､ 4､ 8､ 10のピクチャーカードが繰り出されます｡
③緑ボタンをクリックしましょう｡ドイツ拝が発音されますから､そのとおりの音を復唱して､自分の発音
を録音しましょう｡ 4なり8なり10なりのカード+ドイツ人の発音+皆さんの録音が終わると､雷ボタンが
現われます｡これをクリックしてください｡ドイツ人の発音と皆さんの発音の聞き故べをします｡
④4･8110ピクチャーカードが終わったら､前の画面に戻ります｡
r簡■なゲームj
r簡雛なゲーム｣をします｡クリックしましょう｡沸点(50点)もしくはほぼ満点が取れるまで､このゲームに
繰り遺し挑戦してください｡
r義しいゲームJ
r難しいゲーム｣をします｡クリックしましょう｡満点く50点)もしくはほぼ満点が取れるまで､このゲームに
繰り返し挑戦してください｡
∇　終わったら､ル-レットメニューがある画面までもどります｡
カードゲーム
①ルーレットの右横にトランプおじさんがいます｡これをクリックしましょう｡カードゲームが始まります｡
②カードゲームは9線あります｡ルーレットメニューの9ゲームと内容･進度が同じです｡左の組から始め
ます｡ひとつの組に棟四角のr簡単なゲーム｣と雷四角の｢難しいゲーム｣の2ゲームあります｡ 2ゲーム
合わせて100点く50点+50点､あるいは45点+55点)です｡それぞれのゲームで沸点もしくはほぼ沸点
が取れるまで､それぞれのゲームに繰り返し挑戦してください｡
③1組のカードゲーム(2ゲームセット)が終わったら､左向き矢印をクリックしてルーレットメニューがある
画面にもどります｡
徽響
ルーレットメニューがある画面では､ルーレットの左にむらさき豊があります｡このなかに点数が表示さ
れます｡ 4ゲームで沸点は200点｡点数がよくなかったゲームにもどって再挑戦しましょう｡乱数表により.
少し違ったゲームになっています｡
嶋告
納得のいく点数になったら､先生に報告です｡
①rプリントスクリーンJ (キーボード右上のPrintScroon(PrtSc)キーを押して､画面をコンピューターに覚/
えさせます｡つまり､クリップボードへ画像を保存します)｡
②ワードを開きます(デスクトップにもどってワードのアイコンをクリックするか､スタートボタン-プログラ
ム-ワードの順でクリックしていく)｡
(参ウードにコピー(貼り付け)をします｡
④それをプリント(印刷)します｡
⑥その印刷した紙と教材のCE)-ROM(終了操作をしないでそのままドライブから出してください)をもっ
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て教卓まで提出してください｡
(3)World Talk(Infinisys) *中級者向け
･比較的長い文章のヒアリングは苦手という方のための､中級者向け詩学学習ソフト｡
･テーマ毎に10の分野が用意され､まずはそれぞれの分野でレッスンをすることによって学
習を進める｡
･少し学習が進んだら､録音スタジオ､ショートストーリーの観取､対戦式クイズゲームなど､
様々なセクションが用意されている｡ネイティブスピーカーを連続して聴くことにより､長い文霊
もスムーズに聴き取れるようになる｡
･人々･食べ物･動物･数字･返答･正否･文の組み立て･遭順･写真と日付･天候の10の分野
に合計2000の阜拝が収められ､それぞれに､形式の違うレッスンが用意されている｡
･金持を聴いて､単帯リストから順番に選び文章を組み立てたり当てはまる写真を選んだりとい
う基本的な内容から､遭順を聴いて故当する駐車場を探し当て車を走らせるなど､レッスン内
容は様々｡
･好きな分野からレッスンを進めることができる｡どの分野でも､ネイティブスピーカーの発音を
何度でも繰り返し聴くことができる｡
●ゲーム感鷺で外Fgfi筆晋が可能｡ 2000の■幕が収められておLJ､初修外四尊の騎嚢力
としては十分な量である｡.計1200の練習問題が用意されている｡
･様々なワークショップのテーマ(地鼓､文法､持曇､ヒヤリング､スピーキング､リ-ティング､ラ
イティング)があり､どこからでも利用可能｡
･オンラインで追加の教材も利用可能｡
･ビデオなども豊富に収録｡
･オンラインで質問等が可能｡
●初鯵外国椿の筆晋者としては､中級レベルの畢生から使用可能｡ r初級｣でも2年ほどの外
国騒学習を想定している｡中級では4年程度.上級になると4年以上｡
②英括学習
(1 )Listen to Me!
Liston to Mo!は､ CALLによる英拝教育の高度化をめざして開発したものである｡大学にお
ける教育･研究の国際化に対応して､英借の習得は必須の時代になっている｡特に高等教育
の場では､一般的な会話能力だけでなく､学術的なレベルでの理解力や会話能力が求められ
ている｡この教材は､こうした大学レベルの美辞能力を養成することを目的にしている｡海外の
大学に官学したり国際的な学会に参加する場合などには､正確なリスニング能力が要求され
る｡こうしたねらいから､この教材ではリスニングの学習を重点にしている｡大学生上級レベル
(TOEFL 500 I 520点､ TOEIC 600 - 660点程度)の学習者を対象に､英語によるコミュニケー
ション能力を効果的に養成する目的で作られた教材である｡
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直接的には英拝のヒアリング能力の向上を主な目的としているのですが､ヒアリング能力が
向上した結果､読解力も向上するようです｡
このソフトはもともと､なんとかして学生に英語の実力をつけさせたい､外国帯教育を効
果のあるものにしたいとLJう気持ちを持つ英語の先生がたが､ 1997年に､全国の大学から100
名ほど集まって雑論したことに端を発して研究開発されているもの｡市販されていないため､
一般における知名度はあまり高くはないが､ r3ラウンドシステム｣という指導理肋が全面的に採
用されているこの括学教材の評価はかなり高い｡また､学習覆歴をフロッピーに保存すること
が出来る｡
以下の5つのコースがある｡
1 ) rp.oHego L●cturoSJ
大学生上級レベル(TOEFL5001520点､TOElC600-660点種鹿)の学習者を対象に､英語
によるコミュニケーション能力を効果的に養成する目的で作られた教材｡
中心テーマはCollogo Lo¢turoS(大学の講義を聞こう)で､米国アラバマ大学の先生が研究
室で､また敬重で学生を前に講義をしている場面を収尽して作成した教材｡内容は､各先生方
の専門分野であるマーケテイングと電子署名に関するものだが､ r教養､または普遍教育｣と呼
べるレベルの内容なので､専門に関係なく誰にでもついていける､そして役立つ内容だと患わ
れる｡学問としての内容にはあまりこだわらず､米国の大学の講義で使われる英語(academic
English)とはどのようなものなのかを学ぶつもりだと良い｡教師と学生の日常の会括､教師どう
しの会括なども収錬されていますので､現地で使われているアメリカ英拝を直接聞くことができ
る｡
2) rPeople TalkJ
大学生上級レベル(TOEFL500-520点､TOEIC600-660点程度)の学習者を対象に､英語
によるコミュニケーション能力を効果的に養成する目的で作られた教材｡中心テーマはrPeople
Talk(対韓を聞こう)｣ということで､米国アラJくマ大学の現役の先生や学生たちが､大学のキャ
ンパスでいろいろな括題の対話をしている場面を収録して作成した教材｡内容はr教員と学部
生の対括｣､ ｢教員と大学院生の対帯｣､ ｢英語教育研究所の所長と副学長の対括｣､ ｢教員と
名誉教授の対話｣の四編の対話からなる｡キャンパスで行われる双方向の対話がどのような
ものなのかを知り､それを理解し､そして自分でもそのような対辞ができるようになりたい人にと
っては格好の教材と言える｡
3) rTV-News.J
大学上級レベル学習者(現在, TOEFL500-520点､TOEIC600-660点程度のレベルの学
生)を対象に､英活によるコミュニケーション能力を効果的に養成する目的で作られた教材｡
中心テーマはTV-Mows(ニュースを聞く)で､英括圏で放送されているテレビやラジオのニュー
スを聞いて､あまり苦労せずに内容が理解できる能力を養成する目的のもの｡素材のソースは
米国の伝統ある放送網のひとつ､ NBCで1999年に放映されたニュースで､教材として適切と
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患われるものを選択してある｡トピックスとしては､ロシアの政治情勢､コソボ紛争の間選､痩せ
る努力､航空業界の問題点等の解放､それにコロンバイン高校での銃乱射事件を踏まえて､
青少年をどう育成するかについての専門家の提言などが取り上げられている｡
4) rNov;e The.J
大学上級レベル学習者(現在､TDEFL500-520点､TOEIC600-660点程度のレベルの学
生)を対象に､英拝によるコミュニケーション能力　を効果的に養成する目的で作られた教材｡
中心テーマはMovie Time(映画の時間)で､英語蘭で制作された映画やテレビ･ドラマを字幕を
見ずに気軽に楽しめるような聞き取り能力を養成するもの｡素材は少し古いが､今日でもクリス
マスの時期には､米国やカナダのテレビで一斉に放映される人気映画である｡この映画は2時
間を越える長いものなので､前半と後半の2枚のCD-ROMに分かれている｡映画を楽しみなが
ら英語を学ぶという目的は連せられている｡この映画には現在では使われていないような古い
表現も使われている｡スピードが速かったり､小声だったりしてネイティブスピーカーにも聞き取
れない部分もある｡しかし､そのような部分を｢推測しながら大要を理解する｣のがコミュニケー
ション能力の重要な技術だと言える｡
5)ust●n to Mo! Modical EngliSh　-Headach●■
医師をめざして学んでいる学生が必要とする医学英活の向上を目的に作られたもの｡国際
化社会の医療の現場では､患者の症状を正確につかみ､的確な診断と対処をはかるために､
英拝によるコミュニケーション能力が必要になる｡この教材には､ r頭痛｣を訴える患者を例に､
具体的な問診の方法､頭痛に関する医学的な解脱､診察場面でよく使われる医学特有の用
捨.表現､診察時の医師と患者の対拝の方法が取り上げられている｡この教材によって､学習
者が医学生の場合は､頭痛についての医学的な理解や問診の方法を学ぶことも可能｡また､
医学生以外は､医学の専門用捨に多少の抵抗感をもたれるかもしれないが､中級レベルの英
括能力があれば十分に理解できるように作られている｡
③ドイツ帯学習
(1)Lin島 und Leo　*Web版とCD-ROM版がある
･建築家の学生　Linaとその友達でオウムのLeoと一緒にドイツを旅して､ドイツの国
と人について学びながら､ドイツ拝を勉強するという設定｡
･15のレッスンを通じて次のような旅行ルートをたどります｡
Miinchen , Garmisch-Partenkirchen. WiirzbLJrg , Berlin , Konstanz , StLJttgart.
Freiburg , Bonn. Heidelberg , Frankfurt , Weimar , Dresden , Dusseldorf , R臼gen ,
Hamburg
･計250-300時間の授業に相当する｡
･文法の脱明と2,000括以上を収録する辞轟く文字と音声)が収録されている｡
･読み､暮き､聞き取りの練習だけでなく､自分で話して､収録することができる｡
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先生なしでも発音練習ができます
･旅行ルートに関係なくrリアル状況問題｣を呼び出して練習できる｡
この_練習問題ではドイツの生の状況(ラジオ､音楽､看板､注意霊き等)を使って､実
際の状況でどれだけドイツ語を理解できるか試すことができる｡
･6ヶ国話のメニューで利用可能｡アメリカ､イギリス､フランス､スペイン､イタリア､日
本
●初級から中級レベルであり､ 1年次から利用可能｡
●授業での使用例
･ひとつのDialog､そしてそれとセットになったExorciseを1ユニットとしてやっていきます｡
･Dialog
①まず､ Dialogの聞き取りから始めます｡練習メニュー画面の上のDialogsアイコンをクリック
しましょう｡ 4つのDialogsのなかの指定されたDialogをクリックします｡画面のDialogテクス
トを参考にしながら､ DiaJog音声が聞き取ることができるまで､繰り返しましょう｡
②教JLがDiaJogテクストの全体をモニタ-に映して､内容や文法を税明します｡
③もう一度学生pc上のDialogをクリックして､ Dialogを聞き取りましょう｡今度は､音声だけで
理解できるようにしましょう｡
･Exercise
①練菅メニュー画面に戻ります(戻るときは右下の出口アイコンをクリックします)｡練習メニュ
ー画面の左下のExercisesアイコンをクリックします｡ 4つのExorcisesのなかの指定された
ExorciS○をクリックします｡そして､持示に従って. Exorcisesを　していきます｡右下の-アイコ
ンをクリックすると次のExorcjS○に移ります｡ pcの動かし方は､このHPの※Exorcj$○Sで音
声を再生する際の手順に妃してあります｡
②全Exorcisesが正解になるまで練習します｡
･Grammer
4つのDialogsと4つのExercisesに共通のGrarTlmerがあります｡適宜､このGrammerに入
ります｡
①練習メニュー画面に戻ります｡練習メ二.1一画面右下のGrammerアイコンをクリックします｡
5つのアイコンが並んでいます｡右上のVocabularyと左下のGranmor oxercjsesが練習の中
心になります｡指示に従って､ VocabularyとQramnor oxerciS○Sをやってみましょう｡
②全問正解になるまで練習します｡
･テスト
①pcをデスクトップ画面にします｡ (CD-ROM教材を終了します)
②デスクトップのrkyozaりフォルダーをクリック
③rkyozai 2｣フォルダーをクリック
⑧そのなかの担当教員のフォルダーをクリック
⑥そのなかのテスト問題をクリック-　これで学生PCにテスト問題がダウンロードできます
⑥Dialogについての問題:教師pcからDialogを教室のスピーカーに流します｡学生は許や文
の穴埋め､整序などをします｡答えをテスト問題ファイルに打ち込みます｡
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⑦Exorciseについての問題:教師pcから各テーブルのモニターと敬重スピーカーを使って､
Exercisesゐうち任意のものを起動します｡答えをテスト問題ファイルに打ち込みます｡
⑧解答が終わると提出です
⑨左上のrファイル(F)Jクリック
⑩｢名前を付けて保存(A)｣クリック
⑧そのダイアログボックスの上部r保存先｣(I)のプルダウンメニューで保存先を次のように指
定します:
⑱rkyozai｣をクリック
⑩rpubJをクリック
⑱続いて､同じダイアログボックスの下部rファイル名(N)Jに自分の氏名をアルファベットで入
れます(例:Sugiura konsuko.doc)[.doc]という拡張子が出ている場合はそれを消さないように
しましょう｡
⑱｢保存J(S)をクリック-　これで自分の名前の付いたファイルをサーバーへアップロードし､
解答擾出完了です｡
(2)eurolingua Deutsch l　*初級から中級レベル
･テキスト版(eurolingua Deutsch 1)をマルチメディア化したものであり､教科嘉の副
教材としても使用可能｡
･様々なレベルの練習問題を用意しているので､自分のレベルの練習問題をすること
が出来る｡
･ドイツ語の知紙をブラッシュアップしたいと考えている既習者
･括学コースの予習･復習をしたいと考えている学習者
･語学講座に参加できない独学者
･6ヶ国活のメニューで利用可能｡ドイツ､イギリス､フランス､スペイン､トルコ､日本
*その他のCD-ROM教材については以下のサイトを書冊:
http://www.intcul.tohoku.ac.jp/culturaluselang/mmdeutsch･htm#CALL%8B%B3%8D%
且]
http://www-cal I.high-edu.tohoku.acjp/home/
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3-3. WWW上の外国再学習プログラム
①英精
*オンラインで利用可能な外国語学習プログラムについては､既に様々なサイトで紹介されて
いるが､その中でももっとも充実していると患われるものを紹介したい｡その一つは､広島大学
の｢情報メディア教育センター｣のサイトである｡そこにある｢リンク集:英括学習｣を以下に紹介
する｡
Dost Internet Sites for Learning English
Listening
All Lovot$
1)Listoning
http://esI-tab.corn/
lnt●rm●diate Lovo1
2) Hiroshima University's virtual University
httE)://borne.hiroshima-U.acjEI′~tearnan/vu/index-e.htm1
3日ntorosting Storios
http://www2.actden.com/writ_den/menu.htm
4) BBC: News, Music, Business English
http:/
5) Easy News Stories
httD://www.cdlDOnline.org/news.html
Adv■∩¢od Lovot
6) Movie Transcripts
httD://www.script-olrama.corn/trams.shtm1
7) BBC: News, With Transcripts
http://www.bb¢.¢0.uk/worlds即Vi叫
8) CNN: Learning English
http://literacynet.org/cnnsf/archives.html
9) National Public Radio: News Hour, With Transcripts
http://www.E)bs.org/newshour/
10) Stories about American Culture
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http://www.nDr.Org/programs/tnfsound/stories/indox.htllll
ll) Ghost Stories
http://www.themoonlitroad.com/featurestorieS001.asp
12) Advertisements for American Movies
httEI://us.imdb.con/Sections/Trailers/
13) Famous Speeches in Historyー
httD://historychannol.com/sDeeChos/index.htrnl
Vocabulary
AI Lleve ls
1) Fun Quizzes
http://www.aitech.acLjE)rite$lj/quizzes/yocabulary.htrTl1
2) Word Puzzles
http://www.funbrain.com/detect/
3) Vocabulary Level Tests
httEI://www.churchillhouse.corn/tests/index.htm1
4)Interesting Crossword Puzzles
httE)://ite s Li.org/cw/
Easy Level
5) Anima一 Sounds
http://www.georgetown.edu/cball/anirnals/animals.htm1
6) The 1000 Most Common Words
h仇p://e$l.about.corn/library/vocabulary/b1 1 000｣istl.htrTl?once=true&
7) How the Alphabet Developed
httEI://www.wan.umd.edurrfradkin/latin.html
lnt●rm●diato Lovel
8) Communicative Test: Made for Japanese University Students
httE)://home.hiroshima-U.acjEl/katsuiwa/engIish/list.cgj
9) Idioms
http://www.EIaCificnet.net/~sDerling/idioms.cgi?
10) SIang
http://www.e$lcafe.corn/slang/slang.cgi?
ll) Homonym$
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http://www.quja.com/custom/ 1 055main.htrTIJ
12) Fhymes
http://www.rhymozono.¢om/
13) A Spomng Tost
httE)://www.sentex.net/%7Emmcadams/sDeuing.htrnI
Adv■n¢od Lovo1
14) TOEFL Vocabulary Practice
http://e$l.about.corn/library/quiz/bltoeflquiz.htm?once=true&
15) Common Errors
http://www.wsu.edu:8080rbrians/errors/errors.html
16) Receive one advanced-level word per day in your e-mail (with explanation)
http://www.wordcornmand.com/wordoftheday.html
17) Provorbs
http://www.geocities.com/Athens/OlynDuS/9260/DrOVerbs.htmJ
Grarnnar
All Lovol$
1) Interesting Quizzes
http://www.esIE)artyland.corn/quiz%20center/quiz.htn#Gramnar
2) More Interesting Quizzes
httD://a4esI.org/q/h/JErarnrTlar.htmI
htorrnodjato Lovo1
3) Grammar Test: Made for Japanese University Students
http://flare.media.hiroshima-U.acjEI/eng一ish/grarnrnartest_a.htmf
4) Cornprehensive Grammar ExpJanation
httD://www.edufind.com/english/gramrTlar/toc.cfm
5) Phrasal Verbs
http://www.e$lcafe.com/E)V.Cgi?
6) Grammar Help from the BBC
http://www.bbc.co.LJk/worldservice/learningenglish/youlTLeuS/Jearnit/learnit_archive.shtmJ
7) Other Grammar
hltD://owl.onglish.EIUrdue.edu/handouts/index2.htrnl
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Advanced Loyo1
8) TOEFL Gramrnar Practice
http://esI.about.com/library/quiz/bltoeflqLJiz･htm?once=tru越
9) More TOEFL Grarnmar
httD://testwise.com/review.html#men2
Roading
巨osy Lovol
1) Reading
httD://www.e$lpartyIand.corn/quiz%20center/quiz.htm#ReadiQ
(ntormodiato Levo1
2)Rernarkable TranSlation Page
http://www.rikai.corn/perl/HomePage･pl?Language=J旦
3) S¢ionGo
http://www
4) ¢omi¢S
http:/
http:/
http:/
5) CNN EdLJCational Site
http:/
6) Farnous Quotations
http://www.pacificnet.netrsperling/cookie･pl･cgj?
7) Movios and Movie Stars
http://us.imdb.Com/
8) A一ice in Wonderland
httD://the-office. com/be dti me-Story/軸r止htm
Advan○○d Lovo1
9) Daily News Quiz
http://www･nytirnes･com/learning/students/quiz/index･htm1
10) Grirnrn's Fairy Tales
http://www.nationalgeographic･corn/grirn狸∠
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ll) Sorne On-line Magazines
httE)://www.nationalgeog柑Phic.corn/ngm/http://www.sciam.com/
http://www.newsweek.com/
http://www.tine.con/time/httE)://www.usnews.com/usnews/home.htn
12) Some Other News Sites
htb://www.yoniuri.cojp/index-e.htm
htb://www.asahi.com/eng一ish/english.htmlhttp://www.usatoday.com/
httE)://abcnews.go.com/
13) Free Electronic Books!
httD://diJEitalJibrary.uEIOnn.edu/books/
Somi-Convorsotion
All Lovol$
1) Chat-- Lauer's Favorite Site!
httEI://www.e$lcafe.com/chat/chatPrO.Cgi
巨osy Lovo1
2) Trayel Vocabulary
htb://www.aitech.acjpritesls/ts/
3) Basic Pronunciation
http://www.antimoon.Com/how/pronun¢.htm
3) Basic Pronunciation
http://www.antirnoon.corn/how/pronunc.htm
lnterrnediate--
4) Medical Conversations
httD://www.sccd.ctc.edu/～sseSl/Dia一ogs.html
Writing
All L●V●l8
1) Writing: Made for Japanese University StLJdents
httt)I.//flare.rTledia.hiroshima-U.acjD/english/writing/movie.html
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3) The Open Diary
http://www.oEIendiary.com/
Eささy Lovol
4) Writo Funny Sonton¢○S
http://www.aitech.acjp/~itesJs/jaw/wO 1.htrnI
5) Write a Funny Story
http://www.oduDIace.con/tales/index.html
6) Electronic Postcards
http ://poゅ
7) SpoHing
http://www.funbrain.corTl/sE)eHroo/
8) Purdue University Writing Lab
httD://owl.ondish.purdue.edu/handouts/ind早X2.htnl
Othor Good Silos
1) Links to Many Eng一ish Learning Sites!
http://towerofenglish.com/
2) On一日ne Encyc一opedia
httE)://www.encarta.rnsn.com/
3) On-日ne Dictionary
httD://www.rn-W.COM/netdict.htn
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I②ドイツ語
*ドイツ措関係のオンライン教材については以下のサイトに既に紹介しているがそれ
以外のものについて紹介する｡
http://www.intcul.tohoku.acjp/culturaluselang/mmdeutsch.htrn#Wob%8B%B3%8D%DE
ドイツ,語学習のためのリンク集
(東北大学窪作成)
1.ドイツ帯のドリルおよび文法解脱
●　東北大学LLのレポート提出システム(WobSondRoport)
*初期画面のメニューの中にWobSondRoportがあります｡
*wobSondRoportを選択　-　r先生の名前｣を選択　-　Momborを選択　-
利用者｢先生に指示された利用音名｣パスワード｢先生に籍示さ
れたパスワード｣
*前に戻る時は｢戻る｣ボタンではなく､画面右上の｢×｣印をクリックして下さい｡
●　慶応大学の境一三先生のHP http://www.hc.koio.acjDrSkazuni/indox.htm
*ドイツ拝の発音練習があります｡
●　NHKのテレビドイツ話講座　httD://www.nhk.orjp/gogaku/german/indox.htmI
●東北大学院大学の佐伯啓先生のドリル
+http://www.hakusuisha.¢oJp -右下にあるWob版練習問題集デモ版はこちら　一
一　正規版　-　ログイン名:wobdouts¢h　パスワード:013659
0広島大の岩崎克己先生のドリル
http://home.hiroshima-U.acjp/iwakatsu/test/online.htm
●ニュースを見る
･http://www.houto.t-onlino.do/ZDFhouto　* ZDF
･ http://www.tagessch8U.de/　　　　　　* ARD
･ http://www.dw-world.de/　　　　　　+ Deutsche WeHe
●ドイツ拝金括･こ.1-ス等　http://ww.dwolle.do/german
ドイッチェ･ヴェレ(DeLJtSCho Welle)という海外向けドイツ帯放送です｡
左のメニューのなかで､例えばDW-RADIOの中のALJdio on domand　を選択すると
過去のいろんなラジオニュースを聞くことが出来ます｡ DW-TVではテレビの番組を
見ることも可能です｡
次に､ Deutschkurse　-　DeLJtSCMernon　-　Grundstufe　の席に選んで下さい｡
画面右端にWarurn nicht? Wieso nicht?などの大きなアイコンが並んでいます｡
これはドイツ持学習の教材です｡それぞれチャプター毎のテキスト､音声をダウンロード
できます｡脱明言拝をongtish　にするとwarum nicht?も練習できます｡
また. Deutschkurse　-Langsarrt goSprochene Nachrichton　を選択すると､
ニュースを非常にゆっくりと持してくれます｡
●ゲーテ･インステイトウートのホームページの中でオンラインでコミュニカテイブなドイツ拝学習が出来ま
す
http://www.goethe.do/Z/50/linaleo/start2.htm　+ Lima und Looというソフトです｡
●BBCのドイツ詩学晋プログラム
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http://www.bbc.co.uk/education/languages/昔orman/indox.shtrrI1
2.文法解放等
● http_://www.asahi-not.orjp/～nx2y-Soy/
北海遭大学　塩谷幸子先生のドイツ文法解放のページ
3.ドイツ拝･ドイツに関する情報サイト
●　http://www.goothe.de/OS/tok/jpindox.htrTl
東京ドイツ文化センターHP
●　httE)://www.asahi-not.orJE)rVg5t-ngi/
ドイツ詩コムのHP
*ドイツ括･ドイツ括文化村を知るための情報満載｡
特にhttp://www.asah卜not.orjD/~vg5t-nJZi/doitsugo/doitsugo-ta.htrTllには､
ドイツ辞が学べるHPが掲載
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I*次に紹介するのは広島大学の岩崎氏のサイトである｡ここに厳選されたドイツ括学習
サイトが紹介されている｡
Best Internet Sites for Learning German
日本椿でアクセスできるドイツ賄学習のページ
1)オンラインドイツ語講座e-learning by WebOCM
[http://www3.mle.cmc.osaka-U.aCjp/webocm/]
阪大の細谷先生のグループが中心になって運営している｡ただしWindowsとIEの組み合わせ
でしか動かない｡
2)ドイツ語コム　Ditsugo.Com[http://www.asahi-net.orJp/～vg5t-ngi/]
ドイツ語･ドイツ情報関係のリンク集｡特に､
http://www.asah卜net.orJp/～vg5t-ngi/doitsugo/doitsugo-ta.htmJには､ドイツ語が学べるHP
が掲載｡
3)立命館大の岩居弘樹先生のHPlhttE)://www.ritsurneLacjEI/kic/"iwaih/】
オンライン学習･ドイツ関連リンク多数｡
4)奈良高専の桶川修先生のHPlhttEI://www.libe.nara-k.acJDrkirikawa/ss/oreisebe.htm]
ドイツバーチャル旅行計画｡
5)広島大の吉田光演先生のHPlhttp://home.hiroshima-U.acjEI/nituyos】
ドイツ括学習コーナー･独横の解答と解脱(非公式のもの)･学生の作品コーナー･ドイツ語圏の
大学その他機関等のリンク多数｡
6)広島大の岩崎克己先生のHPlhttp://homo.hiroshina-U.acjEI/katsuiwa]
オンラインドリルなど｡
7)北大の塩谷幸子さんのHP[httEI://www.asah卜net.or.jE)/～rnx2y-Soy/]
講義形式をまねたオンラインドイツ語講座｡
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オンライン独日辞暮
1 )三修社アクセス独話辞典【http://www5.mediagalaxy.cojD/sanshushadj/top.html]オンライ
ンで辞霊を引くことができる｡ただし､ IE4.0以上でないと特殊文字が文字化けするので注意｡
ドイツ拝によるチャット
ChatlinkslhttE)://home.germany.net/1 00-1 1 9876/chatJink.htm]
ドイツ拝でやってるchatのページのリンク集
ドイツ衛によるE-rnaHの交換
1) lnternationaJ TanderTI Network(Sprachenlernen 盲rn Tandem欺er das
Internet)[http://www.srf.ruhr-uni-bochum.de/enail/idxdeuOO.html]
お互いの菖籍の母語話者が互いに教えあったり学び合ったりする形で外国拝を学ぶというコン
セプトのもとにe-rnailによるパートナーの紹介や相互交流のサポートをしてくれるタンデムのメ
インサイト(ドイツ括)｡登軽するとパートナーを紹介してくれる｡
Leitfaden fuer das Sprachenlernen irn Tandem ueber dasInternet (auf
japanisch】)【http://web.kanazawa-U.acLjE)/～germ/deu-nib/LEITFADEN.htmf]タンデムの手引
き｡
これは原義を金沢大学の竹内氏らのグループが日本帯に翻訳したもの｡タンデムの意義や進
め方がよくわかる｡
2) Deutsch-Japanisches Netzwerk :DJN (rTlultilingual network
DE-JP)【http://rose.ruru.nejE)/multiDlication/m-net-d.htmI]
このサイトもE-mail一交換による相互学習を目指したもので､登録するとパートナーを紹介してく
れる｡
ドイツの文筆作品を読む
グーテンベルク･プロジェクト【httE)://gutenberg.aol.de//gutenb.htrn]
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著作権が切れて使用が自由になったドイツ語およびドイツ拝に翻訳された文学テキストを電子
化して集めたもの｡すべての作品がただで統める｡
ドイツ賄圏でのドイツ帝学習用サイト
1 ) das Goethe-lnstitut【httEI://www.goethe.de]
ドイツ語教育機関の老舗Goethe-[nstitutのサイト｡非常に多くの教材･情報･リンクがある｡
[http://www.goethe.de/r/daf/dservueb.htrn]
Gootho-Institutのサイトの中の1ページ｡おいてある情報の種類等が視覚的に見てひと目で
わかるよう構造的に表示されている｡
lhttEI://www.goethe.de/Z/demindex.htm]
Gootho-Insututのサイトの中の1ページ｡ここには､非常に多くの情報･オンライン教材があ
る｡
2) die Homepage vorn "Klett International"lhttEI://www.klett-international.de]
Deutsch als Fremdspracheを選ぶといくつかの教材をダウンロードできる｡
3) German Studies Trails on the lnternetlhttEI://www.uncg.edu/～lixlpurc/german.htrnJ]
ドイツ語オンライン学習に関する多くのサイトへのリンクがここにある
4) Deutsche Internet UebungenlhttE)://www.uncg.edu/~lixIEIurC/publications/NetzUeb.htnl】
ドイツ語オンライン学習に関する数十のサイトのリンクがある｡
5) Forurn Deutsch als Frorndsprachelhttt)://www.deutsch-alsiremd印raChe.den
インターネットを利用したドイツ括学習のための多くの情報がある｡
6) Datenbank fuer Uebungen im lnternet zu Deutsch als
Fremdsprachelhttp://www.dout叫n/】
Forum Deutsch als Fremdspracheのなかの1ページ｡オンライン学習用の素材のIT--タベー
ス｡
7)オンラインクローズテスト【http･.//www.deutsch-alsirerndsprache.de/ctest/]
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Forurn Deutsch als Fremdspracheのなかの1ペ-ジ｡レベル査定テストがある｡
8) Wortschatztest Deutsch(mehrsprachig)【httEI://www.goethe-verlag.com/tests/]
ゲーテテストというそれぞれドイツ話以外の8カ国の言葉とドイツ語を対応させたマルチリンガル
な阜括テストが100種類ある｡
9) DaF-Linksamrnlung Yon Fariborz
Dadkhah【http://www.deutsch-alsirerndsE)raChe.de/daf-links/linksammlung/】
インターネットを利用したドイツ語学習のための多くの情報がある｡
1 0) Texthaus: DudaのLabyrinth-Spiellhttp://texthaus.con/由mes/german/labl.htrnl]
Texthausというオンラインドイツ語学習プログラムを捷供する括学学校の無料ペ-ジ｡賞間に
対して選ぶ項目によって柘の筋が変わるのが面白い｡
1 1 ) German for BeginnerslhttE)://castle.uvic.ca/german/1 49】
ドイツ括学習用のオーITl-ィォ教材や自己診断テストのページ｡
1 2) IDS (lnstitut佃r Deutsche Sprache)[http://wwwjd8-mannhejrn.de/uobersicht.htmJ]
マンハイムにあるドイツ語研究所(日本でいうと国立国語研究所に当たる)のサイト｡ドイツ語
学･ドイツ語研究･ドイツ語学習に関する多くの情報あり｡
lhttE)://www.ids-rnannheim.de/quelJen/Ikunde.html】
IDSのサイトの中の1ページ｡ LandeskLJndeの情報･教授法上のアドバイス｡
German Textlo-Speech SynthesjslhttE)://www.ids-rnannheirTl.de/】
lDSのサイトの中の1ページ｡オンラインでドイツ語文を入れるとそれを音声合成して読み上げ
てくれる｡聞いて十分理解できるが､自然さという点での音声合成の賞と牡誰していると患われ
る単拝の敦については､まだまだである｡
13) DW【http://www.dwollo.do】Douts¢ho Wolloという海外向けドイツ語放送局のサイト｡
Marktplatz und eJektronischeslhttp://www.daf.uni-mainz.de/landeskunde/melk.htm]
Douts¢ho Wolloのサイトの中のドイツ括学習用のページ｡経済ドイツ語に重点｡
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14) Forum Wirtschaftsdeutsch (Material, Tests,
Webliographie)lhttEI.･//www.wirtschaftsdeutsch.de]
経済ドイツ拝に重点｡
1 5) Einstufungstest
wirtschaftsdeutsch【httEI://www.i(k-duesseldorf.de/ctest/ctestwirt.txt.html]
経済ドイツ緒に重点｡
16) Mainzer Einheiten zur Landes- und Kulturkunde(MELK), nit Audio und
Videomateriallhttp://www.daf.uni-rnainz.de/landeskunde/rnelk.htrn]
音声や画像と拝濃を組み合わせたLandeskundeの授業用の素材がある｡
1 7) Spielerische TestslhttEI://www.iik.com/spiele/sElielnen.htm]
課題付きの聞き取り問題など
1 8) das virtuelle KaufhaLJSlhttD://www.virtuelles-kaufhaus.de/interdeutsch/studienl.htm
初級･中級･上級者用の様々なレベルの課混･ゲ-ム
1 9) Der Computer im SprachunterrichtlhttE)://www.uv.esrholzinge/comb.htrnI]
CALLに関する理論など｡
ドイツ悟岬での情報収集
1 ) Deutsche Suchrnaschinenlhttp://www.uni-konstanz.de/ZE/Bib/dt-Suchm.htrnr]
コンスタンツ大学国雷館が作ったドイツ拝聞のサーチエンジン集｡
2) Entry.do【http://www.ontry.do/】
ドイツの都市情報集｡地図上をクリックするとクリックした州や都市の情報や関連リンクが待ら
れる｡
3) Landeskunde DeutschJandlhttE)://Drjvat.schlund.de/daf-dfu/baja/landk-d.htrn]
ドイツの各州･各都市のURLリンク集
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4) Fremdenverkehrsamtlhttt)://www.frerndewerkehr.de]
ドイツ観光局のサイト｡
5) Lufthansa DeutschlandlhttEI://www.Lufthansa.com]
ドイツのルフトハンザ航空のサイH旅行計画に合わせ希望のフライト時間や任を調べられる｡
ドイツ橋)
Lufthansa JapanlhttEI://www.lufthansa.cojp】
日本のルフトハンザ航空のサイト(旅行計画に合わせ希望のフライト時間や便を調べられる｡
考琴)
6) Deutsche BahnlhttEI://www.bahn.de]
ドイツ鉄道のサイト｡ (旅行計画に合わせ希望の列車の時間や便を調べられる)
7日nteraktiver fruehstueckscornputerlhttE)･.//www.nestle.de]
ドイツ語での朝食診断｡
8) On-Line Shopping【httE)://de.shopE)in且.yahoo.com/]
ドイツ語によるオンラインショッピング｡ (買い物のシュミレーションができる)
ドイツ椿fFlの各教科暮およびその出版社のリンク
1 ) Stu fen internationallhttp://www.stu fen.de/]
2) Sichtwechsel【httEI･.//www.sichtwechsel.corn/]
3) Tangramlhttp://www.hueber.de/german/tangram/】
4) Thernen neulhttE)://www.tanglan.do/】
5) eurolingua deutschlhttE)://www.cornelsen.de]
6) sowiesolhttp://www.sowieso.com]
7) moment nal!【http://www.moment-mal.com/index2.html]
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ドイツ語故師の団体
1 ) Deutschlehrer-SeitelhttEI://www.ualberta.ca/～german/lehrer.htm]
2) Die hternationale Deutschlohrer-Verband【http://www.wJu.ca/～wwwidv]
3) The American Association of Teachers of GermanlhttEI://www.aatg.ord
4) Die Fachgruppe Deutsch ale Fremdsprache im FMF(Fachverband
ModerneFrerTldsprachen) [http://www.un卜kassel.derfunk/frnf.htm]
ドイツ語FFの主な新聞･雑誌
ドイツの新聞
1 ) Suedeutsche Zeitung【httEI://www-dw.gmd.de/sz/1 9951 1 22/Szhorne.htm
2) taz - Tageszeitung【http://www.taz.de/]
3) Die Welt【httEI://www.welt.de/]
オーストリアの新聞
1 ) Der Standard 【httEI://www.derstandard.co.at/derstandard]
スイスの新聞
1) Neue Zuercher Zeitung [httEI://www.access.ch/nzz/]
2) Tages-Anzeiger 【httE)://www.thenet.ch/tages-anzeiger/]
遺間新聞
1 ) Das Sonntagsblatt lhttE)://www.rTlaZ.net/dasjonntagSbJatt/】
2) Die Zeit 【http://rTluenChen.bda.de/bda/ant/zeit/]
雑誌
1 ) STERN MAGAZlN lhttEI://www,Stern.de/mag/】
2) DER SPIEGEL lhttEI://ww.sE)iegel.de/]
3) FOCUS lhttE)://focus.msn.de/]
ドイツ鮪fqの主な大学
ドイツの大学
ベルリン自由大学Froio Univorsitaot Bo川n(FUB)
ベルリン美術大学　Universitaet der Kuenste Berlin
フンボルト大学(Berlin)Humboldt-Universitaot(HUB)
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ピーレフェルト大学　Universitaet Bielefe14
ボーフム大学R叫
､ン　　　Rhoinische Friedrich-Wilhelms-Universitaet Bonn
ブラウンシュヴァイク工科大事Tochni8Ch● UniverBitA.t Br■un8Chw由
クラウスタル工科大学Technische Universitaet Clausth-Ql
ダルムシュ　ツトエ　大　Technische Hochschulo Darrnstadt
デュッセルドルフ大学Heinrich-Heine-Universitaet D臼SSeL4匹!
フランクフルト大学Universitaet Frankfurt am Main
フライブルク大学Universitaet FreiburE
ギーセン　　　Universitaot Giessen
ゲッティンゲン大半Q●orrAun･8t-Univor8it40t Qo●ttinlen
グライフスバルト大半Ernet-M｡rit干-Ar.ldt-Uniy｡rBit･･t Qr･if如一Id
ハンブルク大学Universitaet Hamburg
ハンブルク防衛大半univ●reit■ot d●r Bund●8W●hr H4rnburL
ハンブルク大学　Universitaet Heidelberg
イエーナ大学Friedrich-Schiller-Universitaet Jena
カイザス-ウテルン　　　Univorsitaet der Kaiserslautern
カールスルーエ大　Universitaet Karlsruhe
コンスタンツ大学Universitaet Konstanz
ケルン大学Universitaet Koeln
ライブチッヒ大学Univ即叫
ハンブルク譜科大事(私立　大半鏡)LoiEIZiB QrJduatO School of NanJZen●nt
マインツ大学Johannes Gutenberg-Universitaet Mai埋
写_ンハイム大学Universitaet Mannheirn
マールプルク大学PhiliE)PS-Universitaet MarbLJrg
ミュンヘン大半LudyrirNJXirniliJn8-Uniy●r8itJ●t Nuonch●n
ミュンスター大学　Universitaet Muensster
バッサ　大学Univorsitaet Passau
ポツダム大学Universitaet Potsdam
レーゲンスブルク大学Universitaet Regensburg
ザールブリュツケン大半Univ●r8itJ●t doe SJLarlJnd●● SaJrbru●ckeD
ジーゲン大学Universitaet Siegep_
きユトットガルト大学Universitaet Stuttgart
トリーア大学Universitaet Trier
テユービンゲン大学Eberhard-Karls-Universitaet Tuebingen
ウルム大学Universitaet Ulm
?ッパータール大学Bergische Universitaet Wuppertal-
ビュルツブルク大学
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オーストリアの大学
ダラーツ大学　KarI-Franzens-Universitaet Graz
インスブルック大学　Universitaet lnnsbruck
Montan Universitaet Leobon
ザルツブルク大学　Universitaet Salzburg
ウィーン工科大学Technische Universitaet Wien
ウィーン大学Univorsitaot Wion
-ン　　大　　Wirtsch8ftsuniversitaet Wien
スイスの大学
ザンクト･ガレン大学Universitaet St. Gallen
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6.東北大学におけるCALL用教材の導入に向けて
東北大学では､平成14年度から新カリキュラムが導入され､その日玉としてOALL
を使用した外国語の授業の実践が本格的に始まっている｡とりわけ､英拝では､実践
英括Ilが平成1 5年度から始まJtJ､これはCALLを利用した自習システムを利用して､そ
の結果としての外部検定拭験によるスコアで単位を認定するものであり､文系学部では
必俸となっている｡そのため､学生は､ 1度のみ大学の費用負担でTOEICの試験を受
験することが出来る｡
この実践英語Hの学習のために導入されるのが､ NetAcadomyであり､本研究の
研究分担者が導入の際､選考に当たった｡他の多くの大学での導入美練からもうかが
えるように､ TOEIC対策として作成されたものであり､かうネットワーク対応である点で､
LANにつながっていれば学内のどこからでもアクセス可能であり､非常に優れている｡
残念ながら､まだNotA¢adomyのようにネットワーク対応型の外国括学習ソフトはほと
んどない｡いつでも､どこでも､どこからでも､というマルチメディアの特性を生かすために
は､是非ネットワーク対応型の学習ソフトの開発が必要である｡
このCALL施散を効果的に使用するためにいくつかの提言をしたい｡
1 )情報リテラシー教育の必要性
外国許の授業は､コンピュータリテラシーの授業ではない｡だから､ CALL導入の
前捷として､コンピュータリテラシーの必修化はどうしても必要である｡既に､小中高で
は情報教育が行われているが､大学においても改めて情報教育は必要である｡本研究
の実施の際にも､学生の間にしばしばあまりにも経験の差がありすぎ､すぐに外国語学
習に入れないという事態が生じた｡また､ Wob教材を使ったり､ネットワークを使用する
ことからメディアリテラシー教育､情報倫理の教育も必要である｡これらの基礎の上に立
って初めて外国語教育が可能となる｡
2)ネットワークの維持･管理･メンテナンスおよび予算措置の必要性
cALLを利用した外国詩教育は､カリキュラムの中に組み込む必要があるが､組
み込むということは､それがルーティン化することを意味する｡継続するためには､この
ルーティン化は必事である｡そのためには､外国括教官にとって､システムの運用･管
理は大きな負担となる｡多くの外国請教官がcALLと聞いて尻込みするのは､この運′
用･管理の負担のせいでもある｡この点をはっきり分散して実施することが当面は必要
であろう｡また､ハードの不備が授業全体をも不可能にすることを考えれば､TAなどを
積極的に活用した迅速な対応が必要だ｡
また､ハードのメンテナンスだけでなく､ソフトのメンテナンスも必要となる｡定期的
にハードをヴァージョンアップする必要があるのはもちろんだが､ソフトも定期的にヴァー
ジョンアップする必要があり､それらに対する予算措置は欠かせない｡従来の予算措置
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～の考え方では､なかなかこれらのメンテナンスの費用は予算化されないが､外国語教育
を薫に生きたものとするためにはどうしても必要である｡
事た､CALLが自習型を基本としている以上､自習時間の管理要員が必要不可
欠である｡TAなどを積極的に使用することになるかと患うが､管理要員の予算措置が
必要だ｡また､学習者の便宜を考えれば､自習専用の教室を放けられると一章良い｡し
かし､本学では､メディア棟は情報処理教育センターとしての機能も持っているので､そ
ちらと兼用できるためには､ WWWを利用するネットワーク対応型教材が一番ふさわし
い｡
3)新たな外国請教育の理念とその実施のためのかノキュラムの必要性
カリキュラム改正で､専門科目がどんどん下に降りている現在､外国拝の単位数
は減少し､時間数も減少している｡しかしながら､他方でこ外国拝の必要性､外国語運
用能力の向上が叫ばれているという矛盾した情況に我々は立たされている｡そのジレン
マの｢救世主｣的役割を担わされているのがcALLである｡ CALLを十分に活用するた
めには､その特性を生かすシステムを構築する必要があると同時に､ソフトの充実も必
要不可欠である｡また､従来の教皇の概念にとらわれずに､学習者がやりたい時に外
国語を学習できる体制を整えておくことなくして､外国括能力の向上ははかれない｡
そのためにも､まず求められるのはWob経由で利用可能な外国詩学習ソフトであ
る｡その意味では､本報告嘉でも紹介した大阪大学のrOCM教育システム｣や｢新世
界｣のような独自なシステムの構築は意味がある｡通常の教室では行えないきめ細かな
指導が可能となる｡
あるいは､広島大学や東北学院大学で行っているような独自のドリル形式の練習
問題の作成システムの開発は､教官個人が簡単に自分のクラスにあった練習閉居をモ
ディファイすることを可能としてくれる｡
確かに､Wob上には様々な外国拝学習教材がある｡しかし､それらは通常の大学
での外国籍学習のような半年､ないしは1年間の使用という目的のために作成されたも
のではなく､ ｢断片｣に過ぎない｡我々外国請教官は､それらの｢断片｣を自分の授業の
目標にあわせて､選別し､組みあわせる事前の作業が必要となる｡だから､半年間のカ
リキュラムを組むにはかなりの作業時間を要する｡
その点で､市販のCD-ROM教材は､その労を省いてくれる点で教師にとっては
ありがたい｡本報告霊で評価の対象としたものに､様々な音詩のヴァージョンがある教
材がある｡理由は､外国許間の学習内容のばらつきをなくすことが出来るのと､棟数の
外国籍を学習する際に､学習者の立場に立つと､複数言帯を比較しながら学習を進め
ることが可能であり､便利であるからである｡
市販されている様々な洋学学習用CD-ROMやWEB上で公開されているプログラ
ムは､いずれもそのままでは使いづらく､大学のかノキュラムに組み込まれた新しい教材
の開発が急務であることが分かっている｡幸い､ NotA¢adomyはTOEICの拭験対策と
いう｢カリキュラム｣に対応したソフトである｡全く独自の教材を開発するという選択もあり
得るが､そのためには美大な時間と資金を必要とする｡現在までの外国語教育の蓄積
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Iを考えれば､既成の教材をいかに有機的に組み合わせて効果的な停学教育をできる
かの方が緊急の課題であろう｡
英括教育において､聞く･話すに力点をおいた実践英拝が改けられ､このうち､
TOEICなどの外部棟準拭境の結果による単位故定を行う実演英括JJ科目においては､
そのための自学自習環境を捷供するものとしてCALLが位置づけられているように､外
国括教育において｢コミュニケーション能力｣の向上が求められている｡
外国請教育においては､従来からの教材･教具に加えてマルチメディアなどの革
新的機能を持つ情報媒体を活用できる環境が整いつつある｡これは今日の外国拝教
育の方法を改善していく上で､様々な可能性をもたらすものと考えられる｡しかし､もち
ろん新たな媒体といえども完全なものではなく､従来の方法に完全に置き換わることが
出来ない面があることは確かである｡そのために従来の方法とマルチメディアを活用し
た方法との比較･組み合わせは重要な意味をもつであろう｡
その意味で､今求められるのは､明確な学習目標を備えたカリキュラムである｡ CA
LLを単なる検定拭験のための道具に終わらせないためには､大学全体での外国簿教
育に関する放論が必要である｡少ない授業時間で効果的な外国詩教育を行うというこ
とが意味しているのは､削減された時間に学習者が自習しているという情況がなければ
不可能である｡それを可能にするのがcALLであり､学晋内容の再整理が必要である｡
通常の教主での授業､プリントメディアを使っての授業､ LL教主での授業､ cALL教皇
での授業､自宅での学習､遠隔地での学習と､さまざまな形態の外国括学習を､その
特性を生かしながら､学習内容ごとに振り分ける作業が必要であろう｡
70
